


[image: ]










シェアハウスの恋人




～弟は何度も兄の名前を呼ぶ～









［著者］あいざわあつこ

［イラスト］中森














　もくじ




第一話

第二話

第三話

第四話

第五話

エピローグ



















第一話












　――熱い。

「んっ、ぁ……っは、う……」

　このままでは、頭の中が茹だってダメになってしまう。

　どうしようもない、絶対的な何かに翻弄されて、喰われて、自分はいっぺんの欠片も残さずに、この世界から消えてなくなってしまいそうだ。

（なんて、あるわけもないのに）

　……いや、そうできたら、どんなにいいだろうか。

　それは、紛れもなく……自分の願望だ。

「広こう……？」

「ん？」

　だが――そんな甘い考えを、この生き物が許すわけがない。

「広、もっと……んっ、俺のこと見て」

　淫らに美しい顔を歪ませて、腰の上で獣けだものが跳ねる。その、欲にだけ従順な獣はただただ幸せそうに、快楽を貪っていた。

（いつからなのか、もう……わかんないな）

　いつからおかしくなったのか、なんて、わかんない。

　そう自分の中で繰り返して、一度大きく腰をグラインドさせた。

「んんっ」

　薄暗い部屋の中でこちらに跨り、髪を振り乱す弟――桐野きりの玲れいを見つめて、桐野きりの広こうは自嘲する。

　兄弟間で行われる性交。玲が思春期のときから続くその行為自体には、もう慣れたはずだ。なのに、今でも広の中には根深く迷いがある。

「広っ、広っ、こうぅ……っ」

　高ぶった玲が、何度も何度も広の名を呼ぶ。

　そして、同時に絶頂を迎える、そのほんの一瞬前。

（……ああ、なんか、俺……）

　広は、ぼんやりと思考を巡らせる。

「泣きそうかも……」

　声に出してしまったことに、はっとする。慌てて、果てた玲を見上げると、彼は爛々と輝く瞳はそのままに、口角だけを上げた。

　その姿は、さながら猛禽類のそれで……。

「ふふっ、広……可愛い」
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「へえ、ここが夏生ちゃんのおうちなんだ。素敵だねぇ」

「でっしょぉ？　ふふっ、広ってば見る目あるじゃなぁい」

　今日から広と玲が世話になるシェアハウス、大塚荘の大家である大塚夏生は、上機嫌に笑ってみせた。

「これからよろしくね」

　そう言って広も笑い、二人で握手を交わす。

　はじめて足を踏み入れたシェアハウスは広にとって、母方の親戚である大塚家の匂いが濃く漂った、温かで、幸せの象徴のような空間だった。だが、にこやかに微笑みながらも、内心、広はそれが居心地悪くも感じている。

（俺のとことは大違いっていうか……うん）

　そんな広の心を読んだかのように、彼の後ろに隠れていた玲が悪態をついた。

「……ババくさっ」

「あ？」

「っていうか、なんで？　なんで、俺と広はこんな年増オカマの家に住まなきゃなんないわけ!?　ぜんっぜん納得いってないんですけど」

　吠える玲に向かって、夏生は額に青筋を浮かせながらも努めて冷静に言葉を重ねた。

「なんでって。……アンタのお父様と、それからここにいるお兄様のご意向よ。諦めなさい？　クソガキ」

「あー、やだやだ。二十歳になった男捕まえて、ガキ呼ばわりしちゃうような年増にはなりたくないよね。年増の老害オカマ」

「……あ、ダメ。殺す。こいつ、絶対殺す」

「ま、まあまあまあ！　夏生ちゃん、ほんとごめんね。口が悪くて、うちの。こら、玲……ダメだろ？　そういうこと言わない」

「本当のことだし」

「よくこんなんで、芸能界でやってけてるわね。広もマネージャーとして大変だわ」

「はは、それほどでもないよ。それに……」

　やれやれと肩をすくめる夏生に、玲はさらに噛み付く。

「オバサンにかぶってあげる猫がないだけで、普段はきちんと猫被ってるんで！　オバサンに対して被ってないだけですから！　オバサンに！」

「んまっ！　オバサンって何回言えば気が済むのよ！」

「オバサンって気に食わなかった？　ごめんね、オ・ジ・サ・ン」

「ムキィ！」

「玲！　ほんと、ごめん。夏生ちゃん」

　間に広が入ってくれたにもかかわらず、未だ唇を尖らせたままの玲。その姿に夏生はやっぱり、まだクソガキじゃないか、と思う。

　以前店子だった、杜屋は同年代のはずだが彼のほうがよっぽど大人、だ。

（アタシだって、別にアンタらを率先的に住まわせたかったわけじゃないんだけどねっ）

　そう心の中で玲に言い返し、夏生はふんっと一度鼻を鳴らした。そして気を取り直して、広と玲に向き合った。

「ま、アンタがなんと言おうと、ここが今日からしばらくアンタたちの家よ？　一緒に暮らす家族として、歓迎するわ」

「うん、ありがとう夏生ちゃん。ほら、玲」

「……ん」

　よく片付けられたリビング。その端には、数冊の雑誌や書籍が綺麗にラックに並べられている。だがその中身にはいまいち統一感がない。音楽雑誌であったり、法律関係のもの。果ては、官能小説まで様々だ。

「ねえねえ、これって夏生ちゃんの私物？」

　それらに目を留めた広がラックを指さした。すると、夏生は少し嬉しそうに頬を緩めてみせた。

「これねぇ。以前店子だった子の私物だったり、作品だったりいろいろなのよ。んふふ、アタシの自慢の砦っていうか……」

「へえ？」

　夏生の言葉の意味がピンと来ず、広は首をかしげる。だが、まあなんにせよこの棚は彼女にとって大切なものなのだろう。

（そのうち、玲の写真集も入れておこうかな）

　こっそりやってしまおうと広が考えていると、ふいに夏生が手を打った。

「あ、そうだ……アンタ、今度ドラマ出るんですって？　モデル以外にもいろいろやってんのね」

「……オバサンになんか関係ある？」

　玲につれない返事をされ、夏生の額に再び青筋が浮かぶ。が、グッと怒りをこらえて言葉を続けた。

「そのドラマの主題歌、前にうちの店子だった子たちのやってるバンドが担当するのよ。ふふん、すごいでしょう」

「え？　Moonlight stepper？」

「そうそう、それ」

　無反応の玲に代わって、広が夏生に返す。その広の表情は、どこか嬉しそうだ。

「もしかして、広、好きだったりするの？」

「あ、うん。えっと、ファンって言っていいかはわからないけど、結構好きで……個人的にライブに行ったりしたことあるよ」

「あらそう！　それって普通にファンじゃない！　やっだ、今度基山くんたち呼んであげましょうか？」

　夏生の言葉に、広がぱっと表情を明るくする。だが、その変化に気づいた玲が、鋭く声を上げた。

「要らない」

「……っ」

　玲の冷たい声に、広の表情が瞬時に変わる。彼は気まずそうに目を伏せると、困ったように微笑んだ。

　そんな広の変化が気に食わない夏生は、あからさまに不機嫌な顔をして玲に詰め寄る。

「アタシぃ、玲には言ってないんですけど。いま、広と話してんのよ」

「要らないって言ってんの。余計なおせっかい焼かないでくれる？　オバサン」

　まるで親の敵でも見るかのようにキッと睨みつけられ、夏生は深く息を吐いた。

「広に、アタシが誰を引き合わせようとそれはアタシと広の問題。玲は関係ないわ」

「……」

　ピシャリと夏生に言ってのけられ、玲の表情がみるみるうちに変わる。それはまるで何か大事なものを守る野生動物のような……そう、極めて原始的な反応に見えた。

（そのうち歯をむき出しにして噛み付いてきそうだわ）

　だが、夏生だって引き下がってやる義理はない。

　というより、ここに彼等が来た経緯を考えればむしろここは戦うべきポイントだろう。そう思い、夏生が口を開こうとした瞬間。

「ご、ごめん！　夏生ちゃん、大丈夫だよ。……それに基山さんたち、今売れっ子だし、忙しいだろうから」

　微笑みながら玲をかばう広を見て、夏生は言葉を飲み込む。そして、心の中で深く深く息を吐いた。

　こんな、だから、ここに預けられたのだと、きちんと二人は理解しているのだろうか。二人の関係性が異常だから、だからここに連れてこられたのだと。

　少なくとも、広は理解できていると思っていた。だが、その実、果たしてどうなのだろうか。

（共依存って、厄介だわ……ほんと）

　だが、広が庇った以上、夏生がうだうだ言ったところでしようがないだろう。

「そ？　ま、でも気が変わったら言ってちょうだい」

「うん、ありがとう」

　大人の対応で会話を終わらせた二人に、面白くない顔をする玲。彼はグッと広の袖を引いて、自分に関心を向けさせる。

「俺、飽きた。もう部屋行こ」

「飽きたって……でも、そうだね、荷解きもしないとならないし、夏生ちゃん案内を頼んで良いかな？」

　夏生は肩をすくめてみせる。

「もちろんよ。あ、ちなみに今、入居率は１２０％よ。どこもかしこも人だらけだけど、許してちょうだいね」

「え？　どういうこと？」

　訝しげな表情を浮かべた玲と広に、夏生はいたずらっぽく笑う。そして、彼らに渡すつもりで刷ってあった大塚荘の間取り図を、一枚ずつ手渡した。そこには可愛らしい似顔絵付きで、どこに誰が暮らしているのかが書かれている。

「二階には今、小鳥遊慶一さんっていう作家先生と、ブルーカラーの爽やかボーイ由貴和哉くんが暮らしているわ。あ、あと外出ばかりであまり家にいないけれど、鳥飼稜っていうジムのインストラクターもね。ちなみに彼は、基山くんや矢澤くんの高校の同級生よ」

　一部屋ずつ指をさして説明する夏生に、広が続きを促すようにうなずいてみせる。

「で、一階に私と～……あなたたち兄弟が入居する感じね」

「んー？　１２０％ってのは……？」

　ああ、それね……と小さく言って、夏生が二階にある小さな物置を指先で弾いた。

「ここにいるのよ、ボンクラが」

「ぼ、ボンクラって……店子さんじゃないの？」

「物置暮らしの四十路過ぎよ？　ボンクラで充分だわ。あ、ちなみに伊坂英志っていうんだけど、このボンクラ、たまにアタシの代わりにまかないを作るから」

「へえ……？　調理師さん……？　みたいなかんじ？」

「いいえ、自称名探偵の元刑事っていうレアなボンクラよ」

　投げやりな夏生の説明に、広は首をかしげるが、玲に至っては端から聞いてすらいない。広は、少しだけそれ以上突っ込んで聞くかを悩んだ後、やっぱりやめた。

「……わ、わかった。ボンクラさん、ね」

　せめてもの気持ちでさん付けを試みる。

　だが、声に出してみると余計に異様さが際立っただけのような気もした。そして、まだ見ぬその「ボンクラさん」に広は心の中で謝罪する。

「……っていうか、なんで俺と広の部屋が別なわけ？　一緒でよくない？」

「よくない」

「はあ？」

　またにらみ合う夏生と玲に、広の額を冷や汗が流れる。

「ま、まあまあまあ。隣の部屋だしね？」

　適当に諌めようとする広の態度に、玲が不満げに唇を尖らせた。そして、彼が何か言おうと口を開いたその瞬間、それを阻むように夏生が大きく声を張った。

「よーく覚えておおきっ」

「!?」

「ここに住むからには、このアタシが法律ですぅ。このアタシに従えないっていうなら、今すぐ出てお行きなさい？　ただーし、その場合はちゃーんと叔父様には一報いれるわよ！」

　その一言で、一瞬にして玲は黙り込む。そして、恨めしいといった表情で鋭く夏生を睨みつけた。……だが、言葉は続かない。

「よろしい？」

「は、はい」

　玲の代わりに広が答える。すると、それが面白くなかったようで、玲は苛立った様子を隠すこともせず、自分の私物の詰まったカバンを抱え直した。

「……部屋に行く」

　間取り図を片手にそのままリビングを出ていく玲。その背中は、夏生にも、広にも、存外小さく細く、頼りなく見えた。

　身体だけ大きくなって、心はそのままで……そんなアンバランスさを玲には感じていたが、身体自体もそう成長したわけでもないらしい。それはまるで、成長を拒む彼の心を反映しているかのようで、広と夏生は気まずい心境になる。

「で、アンタ……どうするつもりなのよ」

　沈黙に耐えかねたのか、夏生は広を見つめながら、廊下を顎でしゃくってみせる。そのあまりに気だるそうな仕草に、広は苦笑した。

（そんなに面倒なら、口を突っ込まなければよかったのに……なぁんて、俺の立場で言えるわけもないけど）

　夏生がいなかったら。

　もしも、夏生が大塚荘に呼んでくれなかったら。

　ずっとずっと、半永久的にあの生ぬるい地獄が続いていくのか？　それはきっと、どちらかが、死ぬまでで……ああ、おそらく文字通りの死がふたりを分かつまで、だ。

（んー、考えたくもない）

　それを思うと、夏生がおせっかいな人情家であってくれて本当に良かったと、広はしみじみ思う。

「どうするって言われても……玲には何も、まだ……」

「アタシがアンタたちを預かったのは、アンタたちがそれぞれ――」

　――夏生の言葉を遮るように、悲鳴が廊下の奥から聞こえた。

「玲!?」

　すばやくリビングを飛び出す広は、夏生に目もくれない。その様子は、誰がどう見ても普通の「兄弟」の反応だとは到底思えなかった。夏生も、彼等のことを何もわからずに引き受けたわけではなかったが……それにしたって、異様さが際立っている。

「……本当に、いろいろわかってんのかしら」

　ふぅっと長く息を吐いて、それから夏生も廊下へと出た。
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「ふぅむ……」

「な、なに!?　なんなんだよぉっ！」

「何やってるんですか？」

「こ、広、こいつ、急に近づいてきて、にっ、匂い、か、嗅いできたっ」

　玲を守るように背にかばった広。彼と対峙するのは、幽鬼のような着流し姿の男――二階で暮らす官能小説家、小鳥遊慶一、その人だった。

「うちの弟に何か用ですか？」

　だが、彼が誰かなど、まだ紹介もされていない広たちがわかるわけもない。

　鋭く小鳥遊を睨みつける広だが、当の小鳥遊はまったく意に介さない。じぃっとためつすがめつ玲を見つめている。

「あ～……小鳥遊先生、締切、終わったのね？」

　遅れてやってきた夏生の言葉に、一瞬小鳥遊の肩が動く。きちんと反応は示したものの、身体の向きは相変わらず玲を向いたままだ。

「ええ、おかげさまで。今回も差し入れ等々、ありがとうございました」

「いいえ、どういたしまして」

「おにぎり、美味しかったです。葉唐辛子の何かのやつ」

「……夏生ちゃん？」

　広は目で夏生に説明を促す。すると、そこでやっと小鳥遊は玲から視線を外した。どうやら人間観察は終わったらしい。今度は夏生としばらく視線を交わしたあと、小鳥遊はゆっくりと口を開く。

　夏生は自分で、彼が自己紹介するのかと思ったのだが……。

「美味しそうですね、彼」

「ひっ!?」

　小鳥遊の予想外の言葉に、玲が引きつった声をあげた。

「あああ！　そうね、そうよね、小鳥遊先生ってこういう人だったわ！　えーっと、この人は小鳥遊慶一先生！　さっき話した二階に住んでる店子さんよ！」

　慌てて玲と小鳥遊の間に夏生が割って入り、説明する。すると、玲は夏生が間に入ったことで安心したのか、表情をいつもどおりの不貞腐れた不遜なものに変えて、鼻を鳴らした。

「ふんっ……気色悪っ。広、行こ」

　それだけ言って、部屋へと入っていく玲。呼ばれた広は一瞬躊躇するように、夏生と小鳥遊を見比べたあと、小さく会釈をしてから玲の背を追った。

　玲と広がいなくなったあと、小鳥遊はしばらく無言で夏生を見つめる。彼女のその複雑そうな表情に、小鳥遊は何かかけるべき適切な言葉がないかを考えていた。だが、途中でそれを放棄する。自分が慮ったところで、それで何か変わるわけでもなかろう。

「闇深いです？」

「……」

　小鳥遊のどストレートな好奇心に、夏生は一瞬たじろぐ。

　デリケートな問題を抱えた二人だ。あまり鼻先を突っ込まれ、かき回されては困る。……だが、相手はいつもどこか浮世離れした小鳥遊だ。そこまで彼等への興味が長続きするとは到底思えない。

「深いどころじゃないのよ。……底なし沼だわ」

　夏生の言葉に、小鳥遊は何か返すでもなく小さくうなずいた。
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「はああ……」

　二人を部屋に送り出したあと、夏生はひとりリビングにいた。思いの外、吐いたため息が重たくて、自分でも引いてしまう。

（あの子たちに関わるようになってから、アタシため息ばっかり吐いている気がするわ。あらやだ、幸せが逃げちゃいそう）

　夏生にとって、母方の縁戚にあたる桐野広と玲。年の離れた従兄弟のような存在である彼等には、正直なところ幼い頃から片手で数えられる程度にしか顔を合わせたことはなかった。というのも、大塚家と桐野家の仲は至極悪いのだ。

　それにも、理由があるのだが……。

（ひいばあが亡くなったとき、それからじじが亡くなったとき……それくらいかしら？）

　しかも、そのときはまだ玲は物心つくか、つかないか、それくらいだったと思う。広だって、せいぜい小学校の低学年かそれくらいだ。

　そこから、本当にごく最近までろくに顔を合わせた覚えはない。

　だから今回のことだって、本当は関わるつもりはなかった。だが、ある日広から電話がかかってきて……その頼みを突っぱねることは、夏生にはできなかったのだ。

（……ま、あんな両親じゃ歪んでも仕方ないとは思うわ）

　とはいえ、それでもどんな環境でもまっとうに生きていける人はいて――タララ、と独特の着信音が鳴って、夏生の思考を遮る。

「は、はいはーい……って、あら？」

　慌ててスマートフォンを探す。バタバタとポケットなどを漁った挙げ句、それでも見つからない。

「ええ……どこいったのかしら」

　諦めて、ふっと視線を食卓机にやると……果たしてスマートフォンはそこにあった。

（もういやだわ、こんな目立つところにあったのに見つからないなんて……歳かしら。いやっ、認めないっ）

　そんなことを思いながら、電話に出る。すると、相手は一拍遅れて話し始めた。

『えと、あの……お疲れ様です、あ、じゃなかった！　お久しぶり、です！』

　その声に驚きつつ、夏生は携帯の画面を見て相手が誰かを確認する。

「ふふっ、ものすごいタイミングね」

『え？　ど、どうしたんです？』

「いえ、なんでもな……あー……ううん、やっぱり……ね、もらった電話でごめんなさいね？」

　そう前置きをすると、元店子のバンドマンである基山要は電話越しに、戸惑ったような息を漏らした。

『えと……はい』

「あのね、基山くんにお願いがあるんだけど」

『え？　お願い、ですか？』
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　一人、与えられた部屋のベッドの上で、広は大の字に寝転んでいた。まぶたを閉じると、先程の夏生と小鳥遊の視線を思い出す。

（おかしいものを見る目。……わかってる。そんなの、わかってるんだけど、でも）

　結局、玲がＳＯＳを出せば、自分はそれをほうっておくことなどできないのだ。それもわかりきっていたことだ。でも……これからは、意識を変えなくてならない。

　だが、こんな自分に、果たして玲を切り離すことなど本当にできるのだろうか。

　いや、できる、できない、じゃない。やらないとならないのだ。そんなことは、とうに理解している。だからこそ夏生に頼ったんじゃないか……そう、そのはず、なのに。

　考えは堂々巡りをし、また一巡。

　果たして、自分は玲を――

「……広、シャワー空いたけど」

　ふっと声が聞こえて、目を開ける。すると、玲が何食わぬ顔で広の自室へと入ってきたところだった。そして、そのまま平然と広の寝転ぶベッドへと腰掛ける。

「……あ、ああ、うん。えっと、明日の朝入ろうかな」

「そ」

　短く答えた玲が、タオルで自身の濡れた髪を雑に拭う。

「あーあ、そんなふうにしたらダメだって。撮影があるのに、髪傷んじゃうよ」

「……じゃあ、広がやって」

　タオルを突き出され、広は反射的にそれを取った。だが、柔らかな布地に触れた瞬間、我に返る。一事が万事、こんなだから、ダメなのだ。

「や、玲が自分でやんな？」

「……は？　なんで」

「なんでも、何も……」

　口ごもると、玲は不快そうに眉根を寄せる。

「何、あのクソオカマになんか吹き込まれたってこと？」

「え？　や、そういうことじゃないし、夏生ちゃんのことそういう言い方は……」

「いつもの広なら、乾かしてくれる」

　そう言い切られてしまうと、何も言い返せなくなって広は丁寧に玲の髪を拭き始めた。

「……ん」

　広の指先が玲の髪に触れる。十分にタオルで水分を取ってから、広は手近なところに置いてあった自身のバッグからドライヤーを取り出した。広はマネージャーとして、最低限商品の身だしなみを整えるグッズを常日頃から持ち歩いているのだ。

　仕事をしているときの玲は肉親である以前に、ビジネスのパートナーでもあるのだから。

　そういう意味でも、広と玲の間には切っても切れない強固な関係性があった。

「ん……んー、ん」

　小さくうなりながら、スマートフォンを真剣に覗き込む玲。後ろから画面を盗み見ると、それは明日の共演者の情報サイトだった。意外なことに、玲は仕事に対して真摯に向き合っているのだ。それは、兄である広でさえ驚くほどに。

（いったい、なんでこの仕事始めたんだっけ……スカウトされたのは覚えているけど、玲って目立つのが好きなタイプではなかったような……）

　なら、なぜそもそもスカウトに応じたのだろうか。

　そんなことを考えているうちに、気づけば、指先に濡れた感触はもうない。ドライヤーの電源を落とし、オイルを全体になじませる。

「よし、乾いたよ」

「ありがと」

　短く言ったものの、玲がベッドから退く気配はない。しびれを切らして広が玲の肩を叩く。

「玲、そろそろ部屋に戻ったら……？」

「なんで」

（なんで、って言われてもなぁ）

　それが正常だから。

　だが、それは言えるわけもない。

（きっと、キレるんだろうなぁ）

「俺、そろそろ寝ようかなと思うんだけど」

「へえ」

「明日も早いし」

「……」

「ま、玲もそうなんだけど」

「……」

　しばらく続く無言。先に音を上げたのは広で、ベッドに寝転がり腕を広げた。

「電気、消してきて」

「ん」

　相変わらず、短い返事。それでも、その音は喜々としていた。

　玲は携帯をサイドボードに置くと、そのまま部屋の入口まで行き、電気を消す。薄暗くなった室内を手探りで進み、一目散に広の腕の中に入り込んだ。

「おやすみ」

　広は腕に確かな重みを感じながら、目を閉じる。すると、すぐに下半身に違和感を覚えた。優しい手付きで、モノに触れる指先。その動きにはまったく躊躇がなく、一気に広のことを追い詰め、高めていく。

「こういうの、ここではやめない？」

　まぶたを閉じたまま、絞り出すようにそれだけつぶやく。

「……」

　一気に空気が重たくなり、息苦しくなる。無言が、永遠のようにも感じられて、背に冷や汗が垂れた。

　玲の誘いを断るだけで、自分はこんなにもいっぱいいっぱいになるのか。

　その事実に、広は愕然とした。

「……広まで俺を拒否するの？」

　長い沈黙のあとの、一言。広はどう答えるのが正解かわからず、口の中でいくつかの言葉を転がしてみる。だが、結局そのどれもがしっくり来ず、玲の望んだ答えを口にすることしかできなかった。

「そんな、わけ……ないよ」

　瞳を開けると、まっすぐに玲がこちらを見つめていた。広はかすれた声でようやくそれだけ言って、指先を玲の頬に当てる。

「……んっ」

　唇を重ね合わせ、そのまま馴染んだ肌に溺れていく。

「好きだよ、広」

　ただただ、貪欲に愛を貪る玲に、広は為す術もなかった。






　　　＊＊＊






「ん……」

　カーテンから漏れる月明かりが、玲の寝顔を照らしている。

（前髪、少し伸びたかな）

　目にかかる程度の長さの前髪をすくって、そっと横に流した。

　綺麗な顔だ、と広は思う。

　子供の頃から、いっときを除いてほとんど毎日見ているはずなのに、それでも自分は彼を美しいと思う。長いまつげに、アーモンド型の瞳。薄く白い肌に、朱色の唇……そのすべてが作り物のように、美しい。

　じっと見つめているだけで、思わずため息が漏れる。

「ずっと、眠っていればいいのに」

　冗談交じりにつぶやいて、笑う。

（わかっている、わかっているんだ）

　この美しく、愚かで、可哀想な弟は、不遇な生育環境のせいでこうなってしまった。だが、それはこの世の中ではバカみたいにありふれた不幸の一つでしかない。

（だからきっといつか、俺以外の世界を知ることができれば……そのときは）

　小鳥の雛が巣立っていくように、いずれ自分を振り返ることすらせず……。

「広……？」

　薄っすらと瞳が開いて、玲の指先が何かを探すように動いた。

「ん、なんでもないよ。おやすみ、玲」

　応えるように指先を握って、声をかける。それだけで、玲は安心したように口元を緩ませて、再び眠りの淵へと落ちていった。






（……いつかは、俺の元から巣立っていくって、わかっているんだ）

　そして、それが誰しもの望む、めでたしめでたし、であることも。

















第二話












「おにいちゃん、おにいちゃん……どうしよう、おかあさんが、おかあさんがっ」

　父と母の罵り合う声がリビングから聞こえてきて……それに恐怖し、怯えて泣きじゃくる幼い玲。その震える肩を抱き寄せて、そっと頭の上に顎を乗せた。息を吸うと肺いっぱいに、幼児独特のミルクのような甘い香りが広がった。それが広は大好きで、大好きで、たまらなかった。

「大丈夫、大丈夫だよ」

　ああ、そうだ。自分はこうやって、日々弟を守ってきたのだ。苦しいもの、辛いものから、この背で庇って、周囲を取り巻くすべての悲しみから玲を遠ざけていた。

　幼い頃、玲には広しかいなくて、広にも玲しかいなかった。自分たちはずっと、ずっと、お互いだけを求めて、育ったのだ。






　だが、それはある日突然終わりを告げる。






　寒い、寒い冬の日。

　小雪が舞い散る中、中学校から帰ったら、そこには母と玲の姿はもうなく……代わりにリビングにへたりこんだ父の姿があった。

　広は薄々答えがわかっていても、聞かずにはいられなかった。

「父さん、玲は？」

　母の行き先など、どうでもよかった。

　ただ、玲の居場所だけは……どうしても。






　しばらくの間のあと、父が顔を上げる。そして、力なく一言つぶやいた。

「なんで、玲なんだ……」






　母は、俺ではなく、玲だけの親権を主張し……その日以来、俺たちの前に姿を現すことはなかった。
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　幼い二人だけのいびつな世界。

　それでも、そうやってもたれ合い、背中を預けあっていないと玲と広は生きていけなかったのだ。

　広は兄という役割を玲から与えてもらい、玲は広に守られることで愛と安堵感を得る。それでやっと、二人は家庭の不和という現実と戦うことができたのだ。






　だがそんな状態で、もしもある日突然依存対象から引き離されたとしたら。
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（その答えが、今なんだ）






「はい、チェック入ります」

　撮影スタジオ内の張り詰めていた空気が、カメラマンの声で緩む。途端にざわつき出す室内。広は片隅の壁にもたれて、被写体である玲からは少し離れたところにいた。

（もう少しで、終わるかな……）

　ちらっと壁にかけられた時計に目をやる。すると、ひとりの女性と目があった。彼女は確か、今日一緒に撮影することになっている別のモデルのマネージャー、だっただろうか。

　特に用事があるわけでもないだろうに、なぜか彼女は広の元へと駆け寄ってくる。

「お疲れ様です。桐野……広さん、ですよね」

「あ、はい。お疲れ様です。ええっと……僕、名乗ったことありましたっけ？　すみません、不躾な質問で……ただ……」

　彼女の名前をどうにも思い出せず、苦笑する。すると、彼女は頬を桜色に染めて、慌てて顔の前で手を振った。

「す、すみません。私が勝手に存じ上げていただけで……玲さんはお兄様がマネージャーさんをやられている、と。私も、あの……マネージャーをしておりまして」

「そうでしたか」

　広が微笑むと、そこで会話が途切れる。

　カメラマンが声をあげて、撮影が再開された。まばゆいライトの下で、玲は微笑んだり、睨みつけたりと表情を次々変えていく。だが、そのどれもが得も言われぬ妖艶さを漂わせており、どうしようもなく美しかった。

　広はただそれをじっと見つめていたのだが、女はそんな広から視線を外さない。だんだんと居心地が悪くなり、広は身じろぎをした。

「えと、何かご用です？」

「あ、いえ……お兄様も噂に違わぬ美貌だな、と」

「え？」

　思わぬ言葉に、彼女と視線を合わせる。

「広さんは芸能活動はされないんですか？」

「いや、僕はそういうの興味がないもので。弟のサポートで忙しいですし」

「ああ、玲さん最近すごいですよね。モデルだけじゃなく、俳優活動も精力的で」

「ええ、おかげさまで。弟の才能が認められて嬉しいですよ」

　そう返し、玲に視線を戻す。すると、撮影中の彼と目が合った。広は玲にいつもどおり微笑みを向ける。だが、玲はそれには応えず、視線をすぐさま反らした。

（ああ、まずかったかもしれない）

　そう思うが、もう後の祭りだ。
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　――ドカッ。

　玲の細い足が、便座に腰掛けた広の頬のすぐ横を通り、トイレの壁を蹴り上げた。すごい音だ、と広はどこか他人事のように思う。

「なんなの。あれ」

「あれって……」

　――ガンッ。

「しらばっくれんの!?」

　――ガン、ガン、ガン。

　何度も、何度も、玲の足が壁を蹴りつける。

「ねえ、それやめな？　痛いでしょ、玲が」

「やめない！　ねえ、さっきの何!?　広は俺のマネージャーだよね？　俺だけの！　俺だけのマネージャー！　そうでしょ!?」

「うん、うん、そうだよ。何も間違ってない」

「ならどうして!?　なんで、あんな女に鼻の下伸ばしてんの!?」

（それは、冤罪なんだけど）

　心の中でそうつぶやくが、声に出して返せるわけもない。口に出したが最後、いったいどうなってしまうのか……想像するだけで、たまらない。

「玲の言っている女の人って、他のモデルのマネージャーさんのことだよね？　とくに何も話してなんかいないよ。名前だって知らないし」

「嘘！」

「嘘じゃないって。玲が最近いっぱい活躍してるねって言われて、本当にそれくらい」

「嘘だ！　あのクソ女、さっき俺にお兄様素敵ですねって声かけてきたんだけど？」

　ああ、最悪だ。心の中で、もう顔も忘れてしまったさっきの女のことを思い、悪態をつく。

「広の良さは俺だけが知っていればいいの！　俺だけの広なんだから！　広も俺だけを見ていないとダメなの！」

「うん、わかってる。わかってるから」

「わかってない！」

　ヒステリーを起こして、叫ぶ玲。そのとき、廊下のほうから微かに声が聞こえてきた。スタッフの誰か、だろうか。こんな修羅場を聞かれては、玲の活動に響く。だが、少なくとも今の玲はそんなことで怯んだりはしないだろう。

　広は玲のパーカーの襟元を掴み、ぐっと引き寄せる。

「広は俺のことなんて……んんっ!?　んっ、ん……！」

　唇を重ね合わせ、呼吸を奪う。舌と舌を絡ませ合い、玲の罵声をすべて飲みこんでいく。
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「んちゅ……ん、う」

　人の気配を感じながら、それが出ていくまで、角度を変えて何度も何度も貪りあった。

「あ……っは、う……広……？」

　気配が完全になくなったところで、唇を離す。すると、玲は発情しきった濡れた瞳でこちらを見つめていた。

「玲だけが大事だから。……それは玲が一番、わかっているでしょ？」

「広……俺、ごめん……ごめんなさい」

　子供のように肩を落として縮こまる玲をそっと抱き寄せて、腕の中に閉じ込める。主張を始めた下腹の熱を感じながらも、広はどこか冷静に玲の身体を撫でていた。

（これは、呪いだ）
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「あ……」

　初めて玲を見た、あの日。

　美しい飴色の瞳に見つめられて、息を呑んだ。

「僕が、今日から……お兄ちゃん、なの？」

　ためらう広に、〝父〟は穏やかに微笑む。

　つられて、玲も、笑って……。

「おにいちゃ？　……にいちゃ！」

　握られた小さな手に、広は……。
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「ちょっと、アンタいい加減にしなさい？」

　リビングのソファに寝っ転がった玲が、夏生を煙たそうに手で払う。だが、その程度で夏生が引き下がるわけもなく、ずいっと更に詰め寄っていく。

「ここに引っ越してからちっとも食べていないじゃないの。食事だけはしっかりと摂らないとダメ！」

「……ねえ、ちょっと広、このオバサン、黙らせてほしいんだけど」

　話を振られた広は、下読みしていた台本から顔を上げる。床に座ったまま、夏生を見ると、彼女はアンタも言ってやんなさい、とでも言うように、玲を顎でしゃくってみせた。

「ん……夏生ちゃんが言っているのもごもっともだと思うんだよね。玲はもう少し、きちんと食べたほうがいいと俺も思うな」

「別に少食は今に始まったことじゃないし」

「なら尚の事、ここにいる間に食べられるようになんなさいよ！」

「……なら、ちょっとは美味しいもの出してくんない」

「アタシの料理がまずいって言いたいの!?」

　激昂する夏生を前に、玲は自身の人差し指で耳栓をしてみせた。

（んー、夏生ちゃんと玲の相性の悪さはすごいなぁ）

　苦笑しながらそんなことを思う。

　……大塚荘に入ってから、一週間程度。初対面の印象が最悪だった小鳥遊慶一とはずいぶんと打ち解けられた気がする。彼は作家という職業柄、朝から晩まで家にこもっていることが多く、変則的な時間に活動している広と玲がどんな時間帯に帰ってきてもだいたい顔を合わせることになる。

　だが、他の住人たちは忙しいのか、規則的な生活をしているのか、あまりきちんと話をしたことはない。せいぜい、自己紹介をした程度だ。……だが、玲に至ってはどうだろう。下手したらまだ全員とは、会っていないかもしれない。

（まあでも、俺はともかく玲はあまり人と話したいタイプじゃないしそのほうがいいのかも）

　と、広が思考を飛ばしていると、ふいに廊下の先からガチャッと解錠音が響いてきた。

（噂をすればなんとやらってやつかな？　まあ、声には出してないけど……誰か帰ってきたのかも）

　ドタバタと廊下を駆ける足音が二つ、まっしぐらにリビングへと向かってくる。そして勢いよくドアを開け放ち――

「新人さん！」

「いらっしゃーいっ！」

「……へ？」

　酒の匂いをぷんぷんと漂わせて、予想外な登場の仕方を果たした男が二人。確か、中年の彼は例の「ボンクラさん」こと、伊坂英志。そして、もうひとりのいかにも体育会系の男は鳥飼稜と名乗っていたはずだ。

「……ほうほうほう！　これがウワサの芸能人!?　確かにお顔の解像度が違う感じするな！」

「な、なに……!?　さ、さわんないでよっ」

　スーパーの袋を手に下げたまま、鳥飼が玲に近づき頬をむにむにと突いた。反射的に玲は腕を前に突き出して払おうとするが、鳥飼の図体がでかいためびくともしない。

　慌てて広が助けに入ろうと腰を浮かすが、それを伊坂がおどけて止めた。

「ごめんごめん、ちょっとね？　こう、あんまり顔がいいもんだからオジサンたちびっくりしちゃった！」

「ちょ、待って！　俺、英志さんとオジサンたちって括られるのは納得行かないんですけど!?」

「はー？　いいじゃん、細かいことはー」

　ケラケラと笑った伊坂が鳥飼の手からスーパーの袋を取る。そして、そのまま机の上に大量の酒やつまみを並べ始めた。

「ねー、夏生ちゃーん。先生と由貴くん呼んできてよー」

「ええ!?　なんで、アタシが！　ってか、稜も英志も酒クサッ」

「へへへ。いやあ駅でばったり会ったから、一杯引っ掛けてきたもんで。んじゃー、稜行ってこーい！」

「うぃっす、いっす」

　おかしな返事をして、敬礼ポーズをとった鳥飼は廊下へと出ていく。

　その間、勝手知ったるといった様子で伊坂がテキパキと全員分の皿やコップを用意し始めた。

（あ、そういえば夏生ちゃん、たまにボンクラさんも料理を作ってるって言ってたっけ）

　そんなことを思いながら広は、玲に視線をやった。すると、他者からのスキンシップに慣れていない彼は呆然と突かれた頬を撫で回していた。その仕草が広にはどうにも面白くて、思わず笑ってしまう。

　すると、それに気がついた玲がジトッと嫌な目つきで広を睨んだ。

「なに笑ってんの」

「んーん、別に。えっと、俺もお手伝いしよっかな」

　立ち上がって、そのままキッチンへと向かう。すると、無精髭を生やし放題放置したむさ苦しい男が思いの外、いい手さばきでちまちまと料理を作っていた。

「あれ、買ってきたお惣菜だけじゃないんですね。俺、何かやれることありますか？」

「あ、お兄ちゃんのほうか。どもども。いいよ、ほら、今日君たちの歓迎会だから」

　伊坂はへらっと人好きのする笑みを浮かべて、器用にだし巻き卵を巻いていく。

「っていうか、悪いね。つまみしかないんだけど、若い子にはもっと炭水化物が必要だったかもな」

「あ、いや……それは、その、えっと、弟は炭水化物はほとんど摂らないんで」

「え、マジで。あ、そっかそっか。玲くんって芸能人だもんねえ。へえ、なるほどなぁ」

　感心した様子で、伊坂は皿に惣菜を盛り付けていく。手持ち無沙汰になってしまった広を見て、伊坂は一瞬考えたあと冷蔵庫を指した。

「中にさ、それぞれかけるようの……なんていうの、食卓用？　の醤油とか入ってるから出しといてもらってもいい？　あと、ケチャップとか、マヨとか、まーそういうの」

「！　はい」

　指示をもらえたことで、広は嬉しそうに笑って従う。その姿に、伊坂は広のことをどこか犬みたいだ、と思った。
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「というわけで、桐野兄弟、これからよろしくねー。かんぱーいっ」

　伊坂の号令で各々缶を掲げる。集まったのは今大塚荘に住む店子全員だ。

「もうっ、なんでアンタが音頭を取るわけぇ？」

「いーじゃない、そんなことはー。さあ、食え食え、若人よ！」

　ずらりと食卓机の上に並んだのは、高カロリーなつまみと安いチューハイ。それに発泡酒の類だ。

「うげぇ……油ものばっか」

　玲は不快感を隠すこともせず、眉根を寄せる。その態度に広はさすがにムッとした。この食事会は広たちが望んだものではないとはいえ、店子の先輩である彼等が好意で自分たちのために開いてくれたものだ。それを無碍にするのはさすがに良心がとがめる。

「玲――」

「というと思ってだな！　玲くんにはオジサンがとっておきの手作りお惣菜をお届けだ」

「はあ？　……気持ちわっる」

　と口では言っているものの、玲の目は伊坂が突き出しただし巻き卵に釘付けになっていた。ふわふわと柔らかに巻かれたそれは湯気を漂わせ、鼻腔をくすぐる。

「美味しそう」

　広が笑うと、対面に座っていた由貴和哉がすかさず口を挟んだ。

「美味そうなんじゃなくって、美味いんスよ！　最近、英志さんが忙しくなってあんままかない作ってくんなくなったんスけど、マジで英志さんの料理は美味いんス！」

「へえ、そうなんですね」

「ちょっと前まで俺の弁当も作ってくれてたんス……ああ、恋しい」

「おっ、嬉しいこと言ってくれるねえ。よし、由貴くん。お前は発泡酒ではなくビールを飲んでよろしい！」

「あざーっす！」

「だから、なんでアンタが仕切ってんのよ。英志のくせに」

　和気あいあい、というのはこういったことを言うのだろうか。広はそんなことを思いながら、箸でだし巻き卵を割って一口頬張った。

「んっ、美味しい。玲も食べてみな？」

「……ん」

　いつもなら反発しそうなものだが、玲は素直にうなずいて少しだけ口に入れた。そして、しばらくもぐもぐと噛み潰したあとゆっくりと飲み込む。

「……広、もいっこ。あと、そっちのもちょうだい。ってか、なにこれ」

　小さな声だが、確かな高揚感がにじみ出ている。どうやら、玲の口にもあったらしい。

「これはだな、ピーマンの焼きびたし。それから、こっちはしらたきの黒胡椒炒めだぞっ」

　嬉しそうに笑って英志がどんどん玲の皿の上に乗せていく。

「ちょっ、俺は広に頼んだの！　ってか、待って、そんなに食べらんないんだけど！　オジサン！」

　玲はそう食って掛かるが、伊坂はどこ吹く風でもりもりと皿に料理をよそい続ける。こんもりと一山出来たところで、伊坂は玲の前にそれを戻した。

「うわ……肉もあるじゃん」

「大丈夫、任せろ。これは胸肉だし、揚げてない！」

　伊坂が一応配慮しているという姿勢を見せたことで、玲は何も言えなくなりモゴモゴと口の中でだけ文句を垂れた。

（玲、案外楽しそう。よかった）

　四六時中、玲と一緒にいて張り詰めていた広の心も少しだけ解けていく。今夜はハメを外しても大丈夫だろうか。そんなことを思いながら、彼は自身の皿につまみを乗せて、ハイボールの缶を手にとった。

「改めて、いただきます。それから、よろしくお願いします」

「こちらこそ、おいでませ大塚荘」

　がつがつと料理を掻き込んでいた鳥飼が顔をあげて、広と玲に笑いかける。だがキメ顔を決めたその頬には大量の食べこぼしとケチャップがついていて、思わず広は笑ってしまった。

「ふふっ、どうも……あはっ」

「ん？　なんで笑ってんだ？　お兄ちゃんは」

「……鳥飼さん。鏡を見ることをおすすめします」

　小鳥遊の言葉に鳥飼は首をかしげる。だが、アドバイスに従うことはなく、また大量の食料を胃に収める作業に戻った。

「ふふっ、鳥飼さん。ティッシュどうぞ」

「おー、どうも？」

　広が渡したボックスティッシュも受け取るだけ受け取って、鳥飼は横においた。その一連の流れさえもおかしくて広はくすくすと笑う。

「……」

　そんな完全にほだされた兄の様子が、玲は面白くなくて唇を尖らせる。

　悔しいことに、料理は美味い。それに、夏生が出したものであれば突っぱねられるが、これは玲になんの義理もない大人が、自分を気遣って作ってくれた特別なモノだ。それを拒否できるほどには、玲の心はネジ曲がってはいなかった。

　だが面白くないものは、面白くない。

「……ねえ、広――」

「桐野弟さん」

「え」

　自分の声にかぶせるようにして、小鳥遊に話しかけられ、虚を突かれる。

「私の……天空社での担当は、深山というのですが。彼が以前あなたにインタビューをしたことがあるそうで」

「はあ」

「歌劇がお好き、だとか。特に、ワーグナー」

「！」

　小鳥遊は話しかけながら美しい所作で焼き魚の身をほぐしていく。そして、粗方骨を取り尽くしたそれを、今度は由貴の皿の上にそっと乗せていった。その行動はあまりに謎だったが、玲としてはそんなことよりも今はワーグナーの話だ。

「作家先生も、好きなわけ？」

「ええ、格別にと言うわけではありませんが好きですよ。そして、観にも行ったことがあります」

「えっ、嘘。どれ!?　どの演目？」

「私が観たのは、ニーベルングの指環の四部作、その序夜……」

「ラインの黄金？」

「そうです」

「うわあ、マジ？　え、ちょっとそれ何年前の話？　どこの国で観たの？」

　年相応の瞳の輝きに、小鳥遊はふっと唇を緩める。そして、どこか勝ち誇ったような表情で由貴を見つめながら、玲との話を続けた。

「なんスかね、腹立つ顔……」

　むぅっと由貴は不満げにつぶやくが、当の小鳥遊は玲との会話に夢中だ。

「ま、いいッスけど。さ、次は何食おうかなー」

　……そんな彼等の様子を、夏生はどこか拍子抜けしたような気持ちで眺めていた。

（……なんだ。玲も広も、ちゃんとこういう顔ができるんじゃない）

　アルコール度数の低いチューハイを一缶取って、蓋をあける。プシュッと小気味いい音がして、フルーツの甘い香りが鼻先をかすめた。

　と、由貴が皿を持って立ち上がり、自然な流れで夏生の隣に立つ。だが、彼はつまみを物色するばかりで、何かを取るわけでもない。どうしたのだろう、と夏生が彼を見上げると由貴は玲と広の様子をうかがったあと、少しかがんで夏生の耳元に口を寄せた。

「あのー、余計なお世話、とかじゃなかった……ッスか？」

「え？」

　由貴は少しバツが悪そうに微笑んだ。その姿に夏生は今日の食事会の意味を理解して、思わず泣きそうになった。

「んもー……うちの店子くんたちったら本当にいい子ばっかりなんだからぁ」

　夏生が笑ったことで、由貴は自分たちの行動が間違っていなかったと確信し、ようやく相好を崩す。そして、片手で持っていた缶ビールを夏生に差し出した。

「乾杯ッス」

「ええ、乾杯」

　缶同士を重ねると、ちゃぷんと中でアルコールが音を立てた。
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「みんないい人たちだったね」

　食事を終えると、もう時刻は日付を超えていた。部屋の主である広よりも先に、玲は彼のベッドに寝転がり、スマートフォンをいじっている。また仕事関連の調べ物をしているのか、それともゲームでもやっているのか、広にはわからない。

「うっさいオジサンたちばっかだったじゃん」

　そう答えた玲に苦笑しつつ、広はベッドに腰掛けた。

「玲だって、小鳥遊さんと盛り上がってたじゃない？」

「あれは……まあ、あの人はその……変人だけど、インテリだし？」

「伊坂さんの料理だって気に入ったみたいだったよね」

「ま、夏生のよりは食べられるんじゃない」

　素直じゃない物言いだが、玲の反応を見る限りずいぶん彼等と打ち解けることができた、それは確かなことらしい。

（なら頃合いかもしれない……）

　そう思う反面、時期尚早かもしれない、とも思う。だが、これ以上先延ばしにしたところで、いいタイミングなんてものは一生訪れないかもしれない。ならば、アルコールの力を借りられる今が頃合い、かもしれない。

（かもしれない、かもしれない、ってそればっかだ）

　広は深く息を吸い込んで、それからゆっくりと吐き出した。

「ね、玲」

「なに？」

「家、帰りたい？」

「……は？　家ってどこの家？　俺と広で住んでたアパートのこと？　それなら帰りたいけど」

　玲の言葉に、広は息苦しさを覚える。不自然に黙り込んだ広に、玲は訝しむような表情を見せた。

「桐野の家にしても……母さ、あの人の家にしても……広がいないなら、そこは俺の家じゃない」

　言い切った玲に、広はうつむく。そして、再びしばらく黙り込んだあと今度は覚悟を決めたように、言葉を絞り出した。

「俺が、出ていくとしたら……玲は、父さんの家や、母さんの家より、このシェアハウスにお世話になるのが一番いいと思う」

「は？」

　ギシッとスプリングがきしんで、玲が起き上がる。

「何、どういう意味？」

「……夏生ちゃんには、俺からきちんと頼んでおくから」

　そう告げた瞬間。横っ面に衝撃が走り、そのまま壁にぶつかる。勢いで反射的に目を閉じ、手で頭部をかばう。だが、玲はそんなことお構いなしに、広の襟元を掴んでもう一度大きく振りかぶって殴った。

「もう一回、聞きたいんだけど。それ、どういう意味？」

「……」

　口を開けば余計なことを言ってしまいそうで、広は必死に口をつぐむ。だが、そんな態度がさらに玲を苛立たせ、暴力へと駆り立てた。

「ねえっ！　俺、聞いてんだけどっ！　ねえって！」

　何度も揺さぶられ、殴られ、蹴りつけられ、頭の芯がグラグラと揺れる。単純な暴力による痛みで目に涙が滲み、口の中が切れて血の味が広がっていった。

「ねえってば！」

（でも、俺より玲が痛そうだ）

「ねえ、ねえっ！」

　叫ぶ玲の瞳からは涙がボロボロとこぼれ落ちる。

（なんて顔してるんだろ……）

　痛くて、辛くて、悲しくて、たまらない。

　そんな表情で、何度も腕を振り上げる玲。一際大きく腕が上がり、それが思い切り振り下ろされる。頭をかばう程度で、なんの抵抗もしない広はそのまま壁にしたたかに打ち付けられた。

「……ちょっ、何してんだ？」

　さすがに音が響いたのだろう。

　尋常ではない様子に、伊坂と夏生が部屋に飛び込んでくる。そして、そのままとっさの判断で伊坂が暴れる玲に組み付き、後ろから抱えるような格好で広と距離を取った。

「離せっ、離せよ！　あんたらには関係ないじゃん！　ねえ、広！　広ぅっ！」

　パニックを起こして、玲が手足をめちゃくちゃに振り回す。だが、伊坂はそれを手慣れた様子で簡単に抑えつけた。そのさまを広はぼんやりと見つめながら、伊坂は元警察官だと言っていた気がする、と思い返していた。

「夏生ちゃん、ちょっとこの子リビング連れてくわ。ここ物多いし、危ない」

「ああ、ありがと」

「離せ！　広、広っ！」

　何度も名を呼ぶが、広はそれには応えない。玲はそのまま伊坂に引きずられる格好でリビングへと連れて行かれた。

　残された痣だらけの広を見つめ、夏生は小さくため息をつく。

「広、アンタ……離れたいって、切り出したわけ？」

「うん。遅かれ早かれ、話さなきゃならなかったし……ここの人、みんないい人だって思えたから」

　笑ってみせようと口角をあげる。すると、ピリリと鋭い痛みが走った。

「……そう。そう、ね」

「俺のことはいいからさ、玲のとこ行ってあげて？」

「わかった。でも、何かあったら」

「うん、ありがとう」

　短く言って、広はそのままベッドへと倒れ込む。身体がギシギシと悲鳴を上げ、あちこち痛んだ。

　そのまま夏生が部屋を出ていくのを確認して、それから広はひとりごちる。

「ごめん、玲……それでも俺は……――」
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「なんなんだよ！　あんたたち関係ないじゃん！」

「いや、まあそうなんだけど……つっても、ここんちから警察沙汰とか……ちょっと困るでしょ」

「そこまでしない！　加減してるしっ！」

「そういう問題じゃなくてだな……」

　夏生がリビングに入ると、玲は伊坂に怒りの矛先を向けていた。だが、先程捕まえられたことが頭の片隅にあるのだろう。広に対してとは違い、暴力に訴えるような馬鹿な真似はしていなかった。

（英志は元警官だもの。最悪のときも、どうにかしてもらえる……はずよね）

　気合いを入れるため、夏生はひそかにぐっと握りこぶしに力を込めた。

「玲」

「……夏生！　夏生は知ってたわけ!?」

　玲が夏生に向かっていこうとするのを、伊坂がとっさに腕を掴んで制する。それを夏生自身が止めた。

「ありがと、でも平気よ」

「……そ？　わかった」

　そうは言いつつも、伊坂は距離感を図って二人の間に立った。いつでも安全に玲を制圧できるように。……安全に、というのはもちろん、夏生だけではなく、玲自身のことも、だ。

「……ふぅ、隠したってしかたないものね。知っていたわ」

「いったいなんでこんな……！」

「そもそもアンタたちを引き離すために、大塚荘に来てもらったの」

「……っ」

　玲の顔色がみるみる青ざめていく。そして、そのまま彼は膝から崩れ落ちた。

「ねえ、それ……それって、広……は、俺を……？　でも……だって」

　力なくつぶやく玲の異様さに、伊坂は不安になり声を上げる。

「夏生ちゃん……？」

「……」

　だが夏生はそれには答えず、耐えかねた様子で踵を返し、リビングを出ていってしまう。伊坂は一瞬のためらいのあと、その背を追った。

　事情を知らぬ自分がここにいても、なにもできない。それに、何より今の玲にはどこか飛び出していってしまうような力さえ、残されているようには見えなかった。

（事情はよく知らねえけど……）

　大事な人に捨てられる気持ちだけは、伊坂にもよくわかる。

（ま、きついわな）
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　誰もいなくなった部屋で一人。

　玲は床にへたりこんだまま、ただ、ただ、涙を流していた。

「なんで……？　どうして……？」

　玲にとっての広は、絶対なのだ。

　なのに、その広に見放されてしまったのだとしたら……いったい、自分の手には何が残るというのだろうか。

「広……」

　自分の、何が悪かったのだろう。いや、何かがきっと悪かったから、だから……でも、何が悪かったのか、わからない。

　……一緒にいた時間があまりに長すぎて、広にしてきたヒドイコトが多すぎて、もう、わからないのだ。






「広……俺を、また捨てるの……？」

















第三話












「カットー！」

　監督の声が響き、スタジオの空気が張り詰める。そして、渋い顔の彼が玲に近寄った。

（叱られてるっぽい）

　と、思うものの、広はスタジオの端にいるため駆けつけるわけにもいかない。何より、今日の玲は叱られても仕方がないようなミスを連発しているのだ。

「……まったく、らしくないよ。５分だけでも休憩しよう」

「すみません、ありがとうございます」

　スタッフが、休憩に入ることを皆に伝える。と同時に、今度こそ空気が緩んだ。玲はふらふらとした足取りで休憩用に置かれた椅子に腰掛ける。途端に、スタイリスト達が彼に群がり、綺麗に彼のヘアスタイルを整え始めた。

「玲、大丈夫？」

　広が声をかけると、玲の表情がかすかにこわばった。

　逆効果だったかもしれない、と思ったが、それでも今日は彼にとって大事な撮影の日なのだ。声をかけないわけにもいかない。なにせ、このドラマの転換点でもあり、玲に与えられた役の最大の見せ場でもあるヒロインとのラブシーンがあるのだ。

「ちゃんと俺、見てるから頑張っておいで」

　いつもなら、不遜な笑みで返してくれるのに、玲は何も聞こえなかったかのように目を閉じてセリフを暗唱する。

　広もそれ以上、何も言えることはなく、そのまま５分が過ぎた。

「……じゃあ、本番始めようか」

　その言葉を合図に再び、スタジオ内の空気が変わる。玲の表情も先程までのどこか上の空な様子ではなくなり、心なしか引き締まる。

　もしかしたら、広の言葉が効いたのかも知れない。

「スタート」

　物語の中に溶け込んでいく玲。今度は、きちんとヒロインに恋をし、彼女の心をかき乱す男に入り込めているようだ。

　広はその姿がどこか誇らしくもあり、辛くもあった。

　玲の手を離すということ。それは、いずれこの物語の中のように、誰か自分ではない別の人と玲が恋に落ちるかも知れないことを意味しているのだから。

（いや、そんなことわかってたはず。……それでも、俺はこれが玲のためになると思ったから……）

　それでも、どうしても広は直視してはいられず、視線を反らした。

「あの」

　ふいに裾を引かれ、振り返る。すると、そこには一人のスタッフが立っていた。

「……見学で、今お客様が来ているんですが、桐野さんに会いたいと」

「あ、じゃあ玲の撮影が終わったら」

「いえ、マネージャーのほうの、桐野さんで」

（俺に、お客さん？）

　訝しみながらも、広はそのままスタジオの出入り口へと向かう。すると、そこに立っていたのは、広からすればよく知る人物だった。

「……あっ」

「えと、もしかして……あなたが桐野広さん、ですか？　す、すみません、急に……」

　礼儀正しく頭を下げた男は、すらりとした長身の割に猫背で、どこか所在無げに視線をさまよわせている。その隣にはやたらと目付きの悪い小柄な男が寄り添っていた。

「は、はい」

　自分でも自覚できるくらい、広の声には緊張が滲んでいる。だが、それも致し方ないだろう。眼の前にいるのは、自分の大好きなバンドのフロントマン……その人なのだから。

「は、はじめまして、俺……基山要って言います。で、えっと……彼は」

「矢澤修二」

「……です、はい」

「えっと、ご丁寧にどうも。俺は、その……こういうものです」

　慌てて名刺入れから名刺を取り出して、二人に渡す。すると、基山はどこかためらうような仕草を見せた。

「あっ、俺たち返せる名刺ないんですけど……いいんですか？」

「あ、もちろん！　お気になさらず……っというか、実は僕、Moonlight Stepperさんのファンでして……よく、存じ上げておりますので」

　少し照れながら広がそう伝えると、今まで関心なさそうな様子だった矢澤がしっかりと彼を見つめた。その眼力の鋭さに、広は一瞬たじろぐ。

「しゅ、修くん？」

「……ん、知ってっかもと思って見てみた」

　一瞬その言葉の意図を、基山も広も図りかね、沈黙が落ちる。だが、広はなんとか咀嚼し、言葉を返した。

「あ、いや、俺後ろで見てる方なんで！　イベントも参加したことないですし……っていうか、ああいうのってなかなか当たらないものですね！」

　慌ててそう言うと、矢澤は小さく頷く。

「や、ライブ、来てくれるだけでありがたいんで。どっちみち……できれば、ファンの顔は覚えておきたいっす」

「そう、ですか。……光栄です」

　ぎこちない空気が流れる。普段、広は割と人見知りせず話せるタイプなのだが、どうにも上がってしまっているらしい。

　そんな息苦しい沈黙に、一番最初に音を上げたのは基山だった。

「じ、実は……んんっ、コホン」

　声が裏返ってしまい、基山は恥ずかしそうに咳払いを一つ。

「えっと……俺たち、夏生さんに言われて」

「えっ」

「あ！　でも、見学はもともとしたいなって言ってたんで、予定はあったんですよ？　でも、その……夏生さんが桐野さんのマネージャーさん、というか、お兄さんがファンなんだって教えてくれて、それで……それなら、会いたいなって」

　はにかんだ基山に、広は微笑む。

「そうだったんですね。帰ったら夏生ちゃんにお礼を言わないと」

「や、そ、そんな……俺たちなんて、ねえ。修くん」

「……俺に振るな」

　ピシャリと言われ、基山が慌てだす。だが、そんなやりとりを見ているうちに徐々に広の緊張はほぐれていった。

　今までどこか別の世界の人のように感じていた彼等が、自分と地続きに立っている普通の人間だと知ることができて、広は少し嬉しくなる。

「そ、それにしても……今演技してるのって、弟さん、ですよね？」

「あ、そうです。ちょうど今、出番でして」

　中へと二人を手招く。入り口から少し入ったところならば、多少話しても邪魔にはならないだろう。

「お邪魔します……こ、こんなに近くで見られるなら、優希や幸太も来られたらよかったのにね」

「仕方ねえだろ。レコーディングあんだから」

「それはそうなんだけど……わ、すごい、格好いい」

「……ん」

　二人が演技をしている玲に見入る。その姿に、広はどこかむず痒いような気持ちになった。二人の目に、玲はどう映るのだろうか。

「……玲さんって、すごく綺麗な方ですね」

　ぽつりと基山がつぶやく。

「そうなんですよ」

　反射的にそう答えたあとで、広は少し気恥ずかしくなってごまかすように言い訳をする。

「やっぱり、マネージャーとしては自分のところの子が一番よく見えます」

「え？　そうじゃなくっても、一番綺麗に見えると思います、けど……あ、変な意味じゃないですよ？　そうじゃなくって、えっと、ヒロインより綺麗っていうか……あれ、違う、えっと」

　口ごもりながら、何度も言い直そうとする基山だが、あまり上手く訂正できていない。

「ふふっ、いえ、大丈夫ですよ。きっと玲も嬉しいと思います」

「あ、それならよかったです。えっと、その本当にお綺麗で……」

　嬉しそうに基山も笑って、玲を見つめる。そして、改めてもう一回――

「うん、綺麗」

「……うっせ、バカ」

「ぎゃっ！　しゅ、修くん？」

　低い声で罵倒し、唐突に矢澤が基山のすねを蹴る。

「……」

　すがるように名前を呼んだ基山を無視して、矢澤はそのまま広に向き直った。

「今度レコ発でツアーをやるんで、来てください。ゲスト、出すんで」

「え？　いいんですか？」

「……夏生さんには相当世話になったんす。それから、稜……あ、鳥飼のバカ。あいつ、俺たちの同級なんすけど、あいつもそろそろ呼ばねえとって思ってたんで」

「実はそれでこの間、夏生さんに電話したら桐野さんのこと聞いて……だから、まとめて、みんなでいらしてください！　伊坂さんってまだいらっしゃいます？　伊坂さんにも久しぶりに会いたいなぁ」

「俺は別に会いたくねえ」

　嫌そうに眉間にシワを寄せた矢澤に、つい広は笑ってしまう。なるほど、伊坂と彼等は懇意にしていたらしい。

「あはは、ありがとうございます。みんなでうかがわせていただければと思います」

「はい、ぜひ」
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（どうしたら、広は考え直してくれるんだろう……）

　あの日からずっと、玲の頭の中はそれでいっぱいだった。

　今日が自分のキャリアにとって大事な撮影だなんてことは痛いほどわかっている。だが、そんなことよりも彼にとっては広が離れていくかもしれないことのほうが一大事なのだ。

（広と離れたくない。それだけは絶対に嫌だ……嫌だ）

　自分を叱る監督の声すら、どこか遠い。

　肝心の広に話しかけられても、それすら遠い。だって、今の広は玲を〝受け入れていない〟広なのだから……彼になんと言葉をかけられても、それは玲には響かないのだ。

（……俺が、こんなだから……こんなに、ダメだから……離れていこうとするの？）

　殴ったから悪いの？　蹴ったから悪いの？　仕事で、失敗しているから悪いの？　どこが悪いの？　もういっそ、全部？

　考えても、考えても、玲は答えにたどり着けず、ただぐるぐると同じところを周るだけ。それでも、どうにか使えない頭で考えついたのは、〝仕事が成功すれば、広が喜ぶ〟これだけだった。

（頭、切り替えていこ）

　自分でどうにか自分を奮い立たせ、ライトの下に立つ。相手役の女優に腕を回し、そっと口づける。そして、セリフ通りに甘い言葉で彼女を誘惑していく。






　……自分でも、会心の出来だったと思う。

　監督だって、一発でＯＫをくれた。

　なのに、どうして？






（どうして、広は俺を見ていないの）






　広が見知らぬ男たちと談笑する様を遠くに見て、玲はただただ、底なし沼に落ちていくような、果てしない恐怖に襲われた。






（助けてよ、広）
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　一人、先に帰宅して自室の床に寝転がる。少し冷たい床は、冬がすぐそこまで来ていることを玲に教えた。

　いつだって、嫌なことは冬に起こる。

（なんで、俺を一人にするの……？　広）

　いや、本当はわかっている。今日だって、一旦一緒に帰ろうか？　と広は声をかけてくれた。それを突っぱねて、一人になったのは自分なのだ。

（滑稽だ）

　本当は、広や夏生が思うほどには自分はもう子供ではない。子供でありたいから、広の庇護を受けたいから、子供のように振る舞ってきただけで……自分は、何もわからない子供ではいられなかったのだ。

　広と引き離された10歳のあの冬の日から。

「吐きそう……」

　たとえば、広がこのまま自分から離れていくとしたら。

　考えたくもないが、それがいま現実味を帯びてきている。もしも、広に捨てられたら、自分には何が残る？　この両手にはいったい何が残る？

（なんもない。なんもない……空っぽ）

　今の仕事だって、未成年だった自分が手っ取り早くお金を得るために、自分を切り売りすることを思いついただけだ。特に何の感慨も、執着もない。自分と広の城さえ手に入れば、それで充分だったのだから。

（でも広はそれだけじゃ、充分じゃなかった？　俺だけじゃ、足らなかった？）

　広も、もしかしてあの女みたいに……俺のことを。

「うっ……」

　思わずえづいて、胸を抑える。

　自分と広の母親である、桐野渚。あの女の顔が頭をよぎる、それだけで自分は情けないくらい足が震えて、発狂しそうになる。彼女の元を離れてから、もう４年も経つのに、それでもまだまったく癒やされない生々しい心の傷。

『母さん……ねえ、なんで母さんは兄ちゃんじゃなくて、俺を連れて出たの？』

　何度も飲み込んだその言葉。

『どうして、俺を愛していないのに……俺だけを連れて出たの？』

　愛していない、どころではない。自分は、彼女に憎まれていたとさえ思う。それに対して、広は母にも父にも愛されているように見えた。一緒に暮らしていたときは、その違和感も広が長男ゆえ、だから特別に愛されていると思って納得できたが……どうやら、それは事実ではないようだった。とはいえ、その答えは、今もってわからない。

　わかっているのは、母が毎夜自分を穢し――

「う……あっ」

　口の中いっぱいに苦い味が広がり、慌てて廊下へと出る。そのままトイレへと駆け込み、陶器の便器にしがみついて、嘔吐した。

「……あ、う……えっ」

　嫌だ、あの搾取され続ける地獄にだけはもう戻りたくない。

「広……広ぉ……」

　ぐすぐすとしゃくりあげながら、涙をこぼす。それは、嘔吐感からくる生理的なものなのか、それとも感情からくるものなのか、もはや玲にもわからない。それでも、止められず、ずっとボロボロと涙を流し続けた。

「……っ」

　ふっと、背にぬくもりを感じ振り返る。

「広……っ！　あ……」

「……まったくもう。露骨に残念そうな顔、しないでくれる？　オカマだって傷つくのよ」

　ふんっと鼻を鳴らす夏生だが、背を撫でるその手付きは優しくて、温かい。

「ほっといてよ」

　涙でかすれた声でそうつぶやくが、夏生は聞こえないふりで水の入ったグラスを差し出した。

「とりあえず、これ飲んで。吐けるなら、全部吐いたほうが楽よ」

　彼女にそう諭され、玲は少しの間のあとうなずいて、水を一気に飲み干す。

（おいし……）

　冷たい水はかすかに甘い。少しだけ、何かが混ざっているのかも知れない。

「お礼は言わないから」

　そうぶっきらぼうに告げると、夏生はふんっと鼻を鳴らした。

「別にお礼なんかどうでもいいわよ。これは、アタシが好きで、望んで、やっていることだもの」

　彼女の表情は自信に満ち満ちていて、玲は悔しくなる。いったい自分はなんなのだろう。一人では何も出来ず、ただただ広にすべてを委ねて、与えられたものを享受して、相手に愛を与えるでもなく、ただ乞うだけで。

「そりゃ、捨てられるはずだよね」

　ぽつり。

　こぼした言葉は、ものすごい威力で玲自身の胸を貫いた。

「わかっているなら、自分自身で立ちなさい。きちんと、広に甘えずに、自立なさい」

「そんなこと、わかって……っ！　でもっ、でも……っ」

「アンタたちの間に何があったか、アタシはおおよそしかわからない。それでも、アンタたちの関係性が健全ではないことは明白よ」

「……っ」

　何も言い返せなくなり、黙り込む玲。その姿に、夏生は少し胸が痛んだ。

（この子たちだって、好きでこんな目に遭ったわけじゃないんだもの）

　だが、彼等に今必要なのはまっとうな感覚を持つ年長者の庇護と助言だと思うのだ。……自分がまっとうかどうかはわからないが、それでも彼等の腐った両親よりはずいぶんとマシだとは思う。

「広のことを愛しているのはわかる。でも、まずは自分がしっかりと自分自身でいられないと……それは結果的には、相手も自分も壊すことにつながるわ」

　どこまでも、正論だ。と、玲は思う。

　だからこそ、これ以上、もう聞いてはいられない。

「……わかっ、わかってる、そんなこと……わかってるっ」

「玲……！」

　立ち上がった玲はそのまま夏生に背を向けて、玄関へと駆け出す。靴だけ引っ掛けて、転がるように茜色に染まる街へと飛び出していった。

「……」

　夏生は、その背を追うかどうかためらい、そして結局はとどまることを決めた。

　自分が彼のことを、真剣に想っているのだと。広以外にも、彼を想える人間がいるのだと。それだけでも、伝わっていてほしい……そう願いながら、夏生は大きくため息を吐いた。
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　仕事を終えて、桐野広が大塚荘に帰ってきたのはもう夜も更けた頃だった。

「ただいま～……って、あれ？　夏生ちゃん、どうしたの？」

　玄関ドアをくぐってすぐのところに、不機嫌そうな顔で夏生は佇んでいた。彼女は腕組みをしたまま、一拍置いたあと重い口を開く。

「一応、言っておこうと思って……」

「ん？　うん」

　靴を脱ぎながら、夏生に返事をする。また、玲が夕飯をボイコットしたのだろうか。それとも、また玲と店子の誰かが喧嘩でもしたのか。自然と、出てくる推測は玲にまつわることばかりで、自分でも思わず引いてしまう。

「あの子、家出したの」

「え？」

「夕方から、まだ帰ってきてないわ」

　一瞬で血の気が引いていく。慌ててポケットから携帯を取り出して確認すると時刻はもう23時を回っている。夕方というからには出ていってからもう６時間近く経っているのではないだろうか。

「連絡、は？」

「ないわ。一応、携帯鳴らしてはみたし、あの子だって子供じゃないんだからそのうち帰ってくるとは思うんだけど」

「……俺、出てくる」

「広」

　制するように、夏生が鋭い声をあげる。だが、広はそれを無視して脱いだ靴をもう一度履いて、上着を羽織った。そのまま玄関のドアへと手をかけた瞬間、夏生がその腕を強い力で握り、食い止める。

「アンタが！」

「……っ」

「アンタが、あの子をダメにしているって自覚はあるの？」

「えっ」

「玲はもう子供じゃない。それに気づいていないのは、アンタだけよ」

「そんなことは……っ！」

「玲自身だって、わかってる。あの子は子供じゃない。あの子の行動は、あの子がきちんとけじめをつけるべきだわ。たとえどうなったとしても」

「でもっ」

「道を間違えたってそれでいいの。それが、もとの道に戻るまで、見捨てず見守ってあげればいいの」

「俺は、今までずっと玲を見守ってきて……！」

「アンタのそれは自分の箱庭で猫可愛がりしていただけ。あの子に必要なのは、そんなことじゃないの」

　ぐうの音も出ない、というのはこういうことなのだな、と広は思う。何も言い返せず、広はうつむくことしか出来ない。

「アンタ自身も、どこかでこれじゃダメだと思ったからアタシに相談してきたんでしょう？」

「……うん」

　改めて言葉にされると、ショックが大きい。

　だが、自分の中の玲は、いつまでも不安定で脆い、子供のままの姿だったのは、残念ながら確かだ。だが、彼はもう、母に連れ出され離別した10歳の子供のままではない。いつのまにか、時を重ねて立派に成長していた。

「……ここで信じて待ってなさい。アンタにできるのはそれだけよ」

　夏生が言っていることが正しいと、頭ではわかっている。でも、それでも、どうしても広には容認できなかった。

（ああ、なんだ……そっか）

　自分の歪んだ気持ちに、広はやっと気がついた。

　これはすべて退路を断つため、だったのだ。






「ごめん、夏生ちゃん。それでも、俺には玲の手を、離せないんだ」

「広……」

　そのまま夏生の手を丁寧に離して、広は大塚荘を出ていく。

　宛なんてどこにもないだろうに。それでも、彼は飛び出さずにはいられなかったのだ。

「アタシに、できることって何かあったのかしら」

　玲にも、広にも、伝えられることは伝えたつもりだ。

　それでも何かが足りなくて、だからきっと繋ぎ止められなかったのだと思う。

（……独りよがりだったのは、アタシも同じ、なのかもしれないわ）

　思わず脱力して、そのまま玄関の壁にもたれる。すると、二階から恐る恐る誰かが降りてくる音が聞こえた。

（誰かしら、嫌なとこ見られちゃったわね）

　どうにかいつもの大塚夏生の表情を取り戻すため、夏生は大きく息を吸い込む。と、同時に背にブランケットがかけられた。

「夏生ちゃんは頑張ったと思うよ、俺はね」

「稜……！」

「ごめん、立ち聞きしちった。実は、夕方のもね。俺……今日おやすみでさ」

　へへっと笑って鳥飼が、夏生の頭に手を置く。そのままぐしゃぐしゃと撫で回され、夏生は思わず視界がにじんだ。

「嫌だわぁ。どうせ、見られるならアンタとか英志とかは嫌だったんだけどぉ。繊細な問題じゃない？」

　強がって笑うと、鳥飼は無邪気な笑みで返してくれる。

「だはは、そりゃ気の利いたことは言えねえなー。でも、俺が一番付き合い長いし、夏生ちゃんのこと知ってんじゃん？」

「ま、そうね」

　そっと鳥飼の肩にもたれるように、頭をくっつける。久しく感じていなかった人肌に、夏生は自分が、やっと深く息を吸えたような気がした。

　ああ……人肌の威力はすごい。これは、依存したくもなるだろう。

「夏生ちゃんは優しすぎんだもんなー。いろんな問題に首突っ込んでさ、いいお母ちゃんやってさー大変だよなー」

「そうよ、大変よ。アンタみたいに巣立たないバカもいるし」

「おうふ。痛い」

「……アタシのほうが痛いわよ。バカに慰められちゃったわぁ」

　ふふっと夏生が笑うと、鳥飼はそりゃないってと軽口を叩く。

（なんだか、玄関で寄り添いあうなんてロマンチックだわ）

　夏生はそんなことを思って、顔を上げる。すると、鳥飼は不思議そうに首を傾げてみせた。

「どったの？」

「ねえ、稜、アンタ、アタシと付き合ってみない？」

「そりゃねーわ」

　予想通り即答され、おかしくなって噴き出してしまう。

「そうね、ないわ。あはっ、アンタとなんて……ふふっ」

「え、ひどくない？　なに、いまの。なんか、俺が無駄にフラれたんですけど？」

「あはは、ははっ！　おっかしー！　さ、あの子たちがいつ帰ってきてもいいように、お夜食作らないとっ」

「あ、それ俺も食べる！」

　ぱあっと表情を明るくした鳥飼が、夏生を先導するように廊下を行く。

（そうよ、おせっかいはアタシの専売特許なんだもの。ここで、待っていましょう）






　たとえ、彼等がどんな答えを連れて戻ってきたとしてもアタシだけは、認めてあげたいもの。

















第四話












　ネオンが揺れる、夜の街。

　いったいどこをどう歩いたのか、もうわからない。何時間経ったのかも。

（スマホ、俺……そっか、部屋に置いてきちゃった）

　連絡を取る手段もないし、財布だって持っていない。第一ここがどこかもよくわかっていない。……とは言っても、徒歩で行ける範囲ということを考えれば、自分が思っているよりは遠くまで来ていないのかもしれないが。

「……とと、悪い悪い」

　うらぶれた通りを歩くと、そこかしこに酔っ払いがいる。足元もおぼつかない男たちを見ていると、彼等がどこまでも低俗で汚れた存在のように思えた。

（何言ってんだろ。俺なんて、母親と、兄と……）

　よほど、気持ち悪いのは自分のほうだ。

（もう、俺のことなんてどうでもいい。……一度、汚れるところまで汚れたら……そうしたらきっと、夏生だって……ううん、広だって……きっと）

　ふらりと足が一人の中年男性の方へと向く。

「……んあ？」

　近寄る玲に、男は顔を上げる。そして、その美貌に思わず生唾を飲んだ。

「ねえ、俺のこと抱いてくんない？」

「え……？」

　思考が追いつかないのか、男は一瞬間の抜けた表情になる。だが、意味を理解するにつれ、どんどんと色が湧き出てきた。

（気持ち悪い）

「……そう。へえ、そういう仕事の子なんだ」

「別に」

　男は玲の腰に腕を回し、抱き寄せる。酒臭い吐息に、玲は顔をしかめた。

「じゃあ、これくらいでいいかな」

　二本指を立てられて、玲は肩をすくめる。お金なんて別にどうでもいい。興味がない。ただ、今は自分を汚してくれるなら誰だっていいのだ。

「……いいよ、それで」

　小さく答えて、男と連れ立って路地を抜け出る。目指すホテル街はすぐそこだ。

（広以外の男に抱かれたなんて、知ったら……広はなんていうのかな）

　優しい広のことだ。

　きっと、内心は嫌悪感に満ちていたとしても表向きは俺を突き放したりはしないだろう。

　いや、どうだろうか。自分を見捨てようとしているのだから、何も思わないかも知れない。嫌悪感すら、覚えてくれないかもしれない。それでも、もしも……もしも、嫌だと広が思ってくれたのなら、そうしたら俺は……。

「ホテル、どこでもいいかな」

「好きにして」

　男は玲の顔をもう一度見つめる。その長いまつげに、薄い唇に、男の劣情は煽られ、高まっていく。そして、一番近くに建っているホテルへと足を向け――

「玲！」

「……っ」

「すみません、こいつ酔っ払ってるんですよ」

「お、おいっ」

　広がすばやく玲の腕をとり、自身のほうへと強く引く。突然現れて、強引に引き離そうとする広に、男は食って掛かる。

「この兄ちゃんのほうから誘ってきたんだぞ？　そりゃないだろ」

　玲の細い腰を掴んだまま、男は広をにらみつける。すると、広は張り付いた笑顔を浮かべたまま携帯を取り出した。

「……こいつ、未成年なんです」

「なっ!?」

　それはいつでも通報できるぞ、という威嚇だったのだが効果はてきめんだ。

「その手、離していただけますよね」

　凄む広に圧倒され、すごすご男は夜の闇に去っていく。その背が完全に消えたのを確認してから、広は大きく息を吐いた。

「玲……何やって――」

　ぎゅっときつく、広にしがみつく玲。その身体は冷え切り、小刻みに震えていた。それは寒さからだけではないのだろう。

「広……広ぉっ、なんで来てくれたの」

「なんでって……」

「広は、やっぱりそうなんだ……広は、俺のヒーローなんだっ」

「……っ」

「広は、広だけはいつだって……俺を助けてくれるっ、俺だけのヒーローなんだ」
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　涙をボロボロと流しながら、玲は何度も何度も広の名前を呼ぶ。

「広だけが、俺を地獄から救ってくれる……っ」

（ああ……うん、そうだね、夏生ちゃん）






『アンタが、あの子をダメにしているって自覚はあるの？』






（俺が玲をダメにしているんだ）

　それは紛れもなく、俺のために。

（思っていた以上に、俺ってクズなんだなぁ）

　自覚すれば、そこからはあっという間だった。

　大塚荘に預けて離れようとしたのは、玲のためなんかじゃない。自分のちっぽけな罪悪感を慰めるためだったのだ。そして、その上で広は確信もしていた。どのみちきっと、離れようとしたところで玲はそれを容認などしない。捨て身になってでも、繋ぎ止めるだろう。

　そうすれば、どうだ。

　大義名分ができるじゃあないか。

（仕方がない。そう、仕方がないんだ）

　仄暗い自分自身の欲求には目を伏せて、広はそっと玲の額に口づけを落とす。

「……広？」

　こちらを見上げてくる濡れた瞳はまるでガラス玉のようで、どうしようもなく美しく愛おしい。壊してしまいたいと思うほどに。

「おいで、玲」

　そのまま彼の肩を抱いて、眼の前のホテルへと入る。自分からこういった行為に誘うことは初めてだったが、もう広にとってはどちらが誘うかなんて些末な問題だった。

　玲の身体が芯から冷え切っている。それだけで、充分理由になるのだ。
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「んっ、は……広？　何して……あっ、ん」

　玲の身体をベッドに押し倒し、一気に衣服を脱がせていく。露わになる素肌に、玲は抵抗こそしないものの羞恥で頬を赤く染めた。

「広……どうして、こんなことしてくれるの……？」

　ぽつりとつぶやくと、広は玲をじっと見つめる。だが、その唇は一向に答えを返してはくれない。そのことに玲は強い不安感を覚えたが、それでも聞きたくない答えを聞いてしまうくらいなら、とそれ以上言葉を重ねることは諦めた。

「玲、シて？」

　広に言われるがまま、自分に跨った彼のモノを口に含む。ソレは今までに見たことがないほどきつく張り詰め、今にも暴発してしまいそうだった。

「……んっ、んじゅっ、じゅっ」

　売女のように音をたてて舐めしゃぶる。こうすれば、広は感じてくれるはずだ。自分が母にされたように……きっと。

「玲、無理しなくていいから」

「……っ」

　優しい言葉に胸が詰まる。それでも、玲は広を喜ばせる術をこれしか持っていない。丹念に舐めて、指先で下のほうも同時にくすぐって。

　繰り返す内に、先端から先走りがどろりと溢れ出した。

「……あ……うれし」

　思わずつぶやくと、広が身体を浮かせる。もうこれでおしまいなのか、と不安になり玲は小さく広の名を呼ぶ。すると、彼はシックスナインの体勢を取り、玲のモノを躊躇なく口に含んだ。

「んんぅ……っ！　あ、広……？　こんなことっ、あ、うっ」

　今まで、玲から広への一方的な愛撫はあった。だが、広から玲に向けてこんなふうに触ってもらったことなど一度としてなかったのだ。玲は嬉しさと同時に、強い違和感を広に抱くが、それでも愛おしい広が自発的に触れてくれるのならそれでいいと、余計なことはすべて遮断しようと決め込む。

「好き……んっ、好きだよ、広……」

　絞り出した声は上擦り、自分でも呆れるくらいに甘ったるい。

　広の舌が陰茎に巻き付いて、そのまま絞るように上下にうごめく。その巧みな動きに玲は腰の奥からこみ上げてくる強い衝動を覚えた。

「だ、め……そんなにしたら、俺、もうっ」

　広に咥えられている。その事実だけで、苦しい。

「イッていいよ」

　それだけ言って、広は口淫の速度をあげていく。じゅぶじゅぶと音をたてて吸われ、玲はすがるように目の前の広のモノに食らいついた。

「んっ、ふ……うっ、んんっ、んんっ、んう」

　上がりそうになる女のような嬌声を押し殺すために、深く深く広のペニスを味わう。

　喉奥まで深々と咥え込んだ瞬間気道がふさがり、突き上げてくるような、抗いがたい多幸感に襲われ……。

「んあうっ、んんっ、ん……っ」

「……ん、すごい量」

「あ、俺……ごめっ、ごめんなさい」

　慌てて口からペニスを抜いて謝るが、広は首を左右に振ってみせた。そして、跨っていた玲の上から退いて、見せつけるように口内に吐き出された精子を手のひらに吐き出す。

「……ね、見て。そんなに、気持ちよかったの？」

「……ん、ぅ……恥ずかしいから、聞かないで」

　笑った広が玲の精液を指で掬う。

「足、広げて」

　いつになく積極的な広にどこか怯えながらも、玲は期待に胸を震わせ足を大きく開く。すると、広の指先が玲自身の精液を後孔に塗り込めた。

「んぁ、あ……うっ、あ……や、だ、それ」

　広と関係を持つようになったときから、ずっと玲は自分で自身を慣らし、挿入してきた。それは広に対する引け目があったから、彼に愛撫という行為を求めることができなかったのだ。

（夢みたい）

　でも、だからこそ、これが最後だと言われてしまいそうで、玲は怖くてたまらなかった。

「……挿れるよ」

「うっ、あ……あっ、あ」

　ゆっくりと体内にはまりこんでいく広のモノ。今まで何十回、何百回となく受け入れたソレが今日はどこか新鮮に感じられた。

（広が、俺を欲しがってくれてる……俺で、感じてくれてる……っ）

　もうそれだけで、いい。それだけで、充分だ。

「あっ、んんぁっ、広……広っ、ぎゅって、ぎゅってして」

「玲……っ」

　広の背にしがみついて、快楽に身を任せる。気を抜けば、一瞬で意識ごと持っていかれてしまいそうで、玲は必死に歯を食いしばった。

「きもちっ、い……んっ、んぅ」

　玲の身体を、広のモノが突き上げ、擦り、押しつぶす。情熱を一身にぶつけられ、玲は大きく喜びに打ち震えた。

「あっ、う……広っ、広」

　何度も何度も耳元で名前を呼び、足で彼の腰を捕まえ……満たされていく。だが、自分の心を満たしてくれている広のそれが愛情なのか、それともそれにごく似た別の何かかはわからない。

　それでも飢えていた玲の心は、少なくとも今、広からの何かで満たされているのだ。

「……もっ、あ、ああ……広、もう、俺っ」

「俺も……玲、一緒に」

　目が合い、微笑まれ、玲は涙をこぼす。

（ああ、好きだ。どうしようもなく、俺は広が好きだよ）

　まばゆく光る一瞬。

　すべてを開け放して、玲は快楽へと飲み込まれた。
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　暗闇の中で泣いている子供がいる。

　あれが、誰かを自分は知っている。４つ下の大事な弟。

　守るべき、愛おしい家族。

「玲……」

　広が名前を呼ぶと、彼の姿はみるみるうちに大きくなる。子供から、少年、そして、青年へと変わっていく。

（本当は、俺はその過程を知らない。ああ、これは夢なんだ）

　10歳で親の都合で引き離され、次に再会を果たしたのはその６年後。

　広が成人し彼を探し出すまでの、６年間。玲はいったいどんな地獄の中にいたというのだろうか。

（俺にできることは、本当に他にはなかったのか……？）

　何度も自問自答しているが、未だその答えは見つからないでいる。

（それは、今も――）
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　ふと、目を覚ます。

　隣には馴染んだぬくもりがあって、広は安堵から息を吐いた。

（よかった。また、いなくなっていたらどうしようかと……）

　そっと手を伸ばして、いつかと同じように少し伸びた長い前髪に指を通す。ほんのりと汗の香りが漂って、自分たちがシャワーを浴びるのを忘れていたことを思い出した。

「可愛い……」

　寝顔につぶやくと、胸が軋んだ。

　最後まで隠し通すかどうか、悩んでいた様々な事柄。だが、もうそれを伝えないわけにはいかない段階まで来ているのかも知れない。

（きちんと、受け止めてくれるのかはわからない。それでも……俺はもう）

「……ん、広……？」

　薄っすらと瞳を開けた玲に、広は微笑む。

「おはよう」

　まだ眠たげな、どこか焦点の合わない瞳。その表情のあどけなさに、広はたまらなくなって目を伏せた。

「話があるんだ」

「……っ」

　玲が、はっと息を呑んだのが伝わってくる。

　よくないことかもしれないと、彼は察したのかも知れない。だが、それでも玲は気丈に微笑んでみせた。

「……わかった」

　うなずいた玲に、広はそっと唇を重ね合わせる。そして、しっかりと目線を合わせて、こう告げた。

「帰ろっか」

















第五話












　……チクタク、チクタク。

　時計の音だけが、大塚荘のリビングに響く。いま、ここにいるのは夏生と広、玲の三人だけだ。玲を一人残す格好で、彼等は食卓テーブルを挟んで座る。気まずい沈黙が部屋の中にただ、ただ、重なっていった。

「……ねえ」

　それを破るように、夏生が重い口を開く。すると、玲は顔を上げて彼女を見つめた。

　だが、話を振られているのは玲ではなく、広のようだ。

「全部話すってアンタが決めたのなら、止めないわ。でも、アタシは……正直、反対よ」

「うん、夏生ちゃんならそういうだろうなって思った」

「アタシは必ずしも、真実が人を救うとは思わない」

　きっぱりと言い切る夏生に、広は苦笑する。だが、もう広の気持ちは固まってしまったのだ。

　……頼りない、頼りない、と思っていた玲の背中。

　だが、本当はもう彼だって何かを背負える程度には成長しているはずなのだ。

「いつまでも、玲だけを蚊帳の外にはできないよ」

　それはもっともだ、と思い、夏生はしばらく考え込んだあと、小さく肩をすくめた。それを了承のサインだとみなした広はしっかりと玲に向き直る。

　だが、玲はといえば、せいぜい広と本格的な別れ話になるだろう、くらいにしか思っていなかったため、こんな事態は想定していなかった。心づもりなど、まったくできていない。

「……今から話すことは、本当に大事なことだから……玲にはちゃんと最後まで聞いてほしい」

「あ……俺、でも……」

　視線をさまよわせた玲の手を、広がそっと握る。そして、困ったように微笑んだ。

「玲、ごめんね」

　苦しげな顔で、それでも笑う広に、玲の胸は軋んだ。ここで、受け止めないで逃げるなんて、玲にはできない。何より、広がそれを望んでいないのだから。

「……わかった」

（嘘つき）

　本当は、ぜんぜんわかってなどいない。それでも、玲は広にそう返すしかなかった。

「何から話そうかな……うん、じゃあ、俺達の両親の話、からかな」

　両親、という言葉に、ビクッと玲の肩がはねる。その痛々しい様に、夏生は視線をそらす。

「……玲、俺って父さん似かな、母さん似かな」

「え……？　あ、どう、だろ」

　意図がわからず、玲は首をかしげる。

（考えてみたこともなかった）

　だが、どちらかといえば父親似のような気もする。はっきりとした目鼻たち。それから、笑うと垂れる眉毛。自分を愛おしそうに見つめる眼差しも含めて……。

「父さん似、かな」

「そっか。……玲、自分はどう思う？」

「えっ」

　広が、真剣な顔をしている。ということは、これはふざけてしている質問ではないのだろう。自分の顔……どうだろうか。父や母に、似ているだろうか。いや、少なくとも父にはあまり似ていない。では、母？　いいや、こう言ってはなんだか母はあまり器量の良いほうではなかった。控えめに言っても、華のある女性ではない。

「わから、ない」

　嫌な予感がする。

　それでも絞り出すように、それだけ言うと、夏生が１枚の写真を玲の前に差し出した。そこに写っていたのは……自分によく面差しの似た、赤子を抱く美しい女性だった。

「こ、れ……え？　どういう、こと……？」

　写真の端に印字された年月日。それは、自分の生年月日そのものだ。

「俺……の、母さん？」

　生まれてからの20年。一度も自分の出生を疑ったことなどなかったのだ。到底受け入れられない。だが、どう見てもこの写真の女性と自分は生き写しだ。

「彼女の名前は、大塚あきら。アタシの叔母よ」

「どういうこと……？　大塚ってことは、母さんの姉妹？　だって、母さんは夏生の……え？」

　なんだっけ。大塚家が、母方の親族だと聞かされて育ってきた。夏生のことも、従兄弟のようなものだ、と。……だが、よくよく考えてみれば自分たちの育った桐野の家は極端に親族付き合いもなく、きちんとした関係性を聞いたことはないような気がする。

　と、そんな玲の疑問に応えるように広が口を開いた。

「母方の親族ではあるけれど、夏生ちゃんちとうちは遠縁だよ。ほとんど、血縁上のつながりはないんじゃないかってくらいにね」

「……そう、なんだ。でも、えっと……この、人は……？」

　途切れ途切れにそう訊ねると、今度は夏生が口を開く。

「この赤ちゃんはアンタよ、玲。それからこの人は、未婚でアンタを産んだ、アタシの叔母……だから、アタシとアンタは正しく従兄弟なの」

「……じゃあ、広は？　広と俺は……っ」

　すがるように視線を向ける玲に、広は静かに首を振ってみせた。それがどんなに残酷なことかは、広自身痛いほどわかっていた。だが、真実を捻じ曲げるわけにはいかないのだ。

「俺は桐野の家の実子だよ。だから、玲とは血縁上のつながりはほとんど無いに等しいんだ」

「血縁だけでいけば、アンタはアタシとのほうがよほど近いのよ」

「そんな……っ、でも、なんで……？　この人は？　俺の、俺の母さんは……？」

　動揺する玲に、夏生はお茶の入ったグラスを差し出す。

「ちょっと落ち着きなさい？」

「む、無理！　無理だよ、だって、俺……広の弟じゃ……ない、の？　なんで、どうして……？」

　強く拳を握り何度も首を振る玲を見て、広は大きく息を吸い込んだ。

「そうだよ、俺の弟じゃあない」

「……っ」

「でも、それは血縁上だけだ」

「広……」

　強い広の言葉に、玲は少し落ち着きを取り戻す。血縁上のつながりはほとんどなくとも、広は自分を弟だと言い切ってくれたのだ。

（それも、そっか。……だって、広はずっと知っていたんだから）

　自分と広は４歳離れている。ということは、どれだけ幼い頃に自分が引き取られたとしても、もう広は物心ついているはず。ならば、広は始めから親を同じくした兄弟ではないとわかって、育ってきているのだから。

「玲を生んだあきらさんは、玲が２歳になる前に亡くなってるんだ。もともと身体が強くなかったみたいで、それでもどうしてもって玲を生んだんだって聞いているよ」

「綺麗な人だったわよ。すごく、ね。アタシにとっては憧れの叔母だったわ。だからこそ、未婚で生むって聞いたときは驚いたけれど」

　フッと笑って夏生が、愛おしそうに写真を見つめる。その横顔はどこか写真に映る玲の母に似ていた。

「……かあ、さん。でも、じゃあなんでそんな遠縁の、桐野の家に……？」

「それは……っ」

「……」

　広も夏生も、言いよどみうつむく。その間が怖くなり、玲は自分の手のひらを見つめていた。

「父さんが……どうしてもって、玲を連れてきたって聞いたよ」

　それだけ、広が絞り出すように言う。

（あ……そういう、ことだったんだ）

　そのヒントだけで、もう充分だった。玲の中で、答えはすぐに見つかったのだ。

　どこで、大塚あきらと接点を持ったのかはわからない。だが遠縁とはいえ、縁戚ならば冠婚葬祭のどこかで彼女を知ったのかも知れない。

　そして、おそらく父は彼女に恋をしたのだ。

『玲は可愛いな。……母さんに、よく似た美しい子だ』

　何度も、何度も、幼い玲に父はそう言って愛を伝えた。

　その言葉は幼い玲にはただただ嬉しい褒め言葉でしかなかったけれど、母にとってはどうだったのだろうか。呪いの言葉、それに等しい何かに違いないことは容易に想像がつく。

「ああ、なんだ……そっか、だから」

　胸の中に、ストンと事実が落ちてくる。

　だからこそ、母は頑なに自分の親権だけを主張したんだ。父への復讐のために。そして、父が親権を取れなかったのも納得がいく。あくまで、父にとって自分は完全なる赤の他人なのだから。

「……」

　この仮定が正しいのなら母が自分を虐げ、いじめ抜いたのも感情面ではわかる。いや、絶対に一生、理解したくはないが。

　だが、そうすると大きな疑問が残る。

（夏生が俺によくしてくれた理由はわかる。……じゃあ、広は？　なんで、広は俺に……？）

　幼い頃から一緒に育ったとは言え、自分は家庭を壊した憎い赤の他人の子供だろう。なのに、なぜ？

「当時、叔母さんが若くして亡くなったことで、ウチも、祖父母も、心を痛めていて……可哀想だけど、玲、アンタのことは誰も考えてあげられなくてね。その最中に、アンタたちのお父さんが名乗りをあげたのよ。今でも、あのときのことはよく覚えているわ……」

（そして、今でも家族全員がそれを悔いている）

　夏生は心の中でそう付け足して、玲と視線を合わせた。

「年の近い子供……広がいたことと、当時のウチは祖父母の介護もあって、幼児を養えるほどの人の手も、お金もなかったことが災いしたの」

　災い、と言い切られたことで、玲は悲しくなり、唇を噛みしめる。だが。その後の玲の人生を考えれば、大塚家が無理にでも引き取ったほうが、誰がどう見ても幸せになれた公算は高いだろう。そこは何よりも、夏生の優しい人柄が保証している。

「俺が、桐野の人間じゃないのは……わかった。でも、だからって……なんで、俺、いま、広……と、離れないといけない、の？」

　自分と広がほとんど赤の他人ならば、近親相姦には当たらない。自分と広が恋をしたところで、それはただの自由恋愛だろう。だとしたら、どうして？

「……」

　情緒が不安定になり、小刻みに揺れる玲の肩。それを見て、広は夏生に向き直った。

「夏生ちゃん、ごめん。ちょっと外して貰ってもいいかな」

　そう言われた夏生は一瞬、拒否しようかとも思ったが、結局は肩をすくめて立ち上がった。

　つまるところ、彼女は外野なのだ。それは、２歳の玲の手を離してしまったあの日から、ずっと。大塚家は彼の一番近い親族でありながら、遠い身内、でしかないのだ。

「包丁はしまったわよ？」

　冗談ともつかないことを言って笑うと、夏生はそのままリビングから外に出る。

（ああ、結局アタシは何も出来なかった。そりゃ、そうよね。……わかりきっていたじゃない）

　選ぶのは彼等であって、アタシではない。

「稜と、飲んでこようかしら」

　ぽつりとつぶやいて、夏生は大塚荘の木製の階段を登った。






　……トントン、トン。

　小気味よく遠ざかっていく、夏生の足音。それを聞きながら、玲と広はしばらく見つめ合っていた。

　玲の瞳に映る自分を見て、広は苦笑する。恨んでいるだろうか。恨んでいるだろうな。父を、母を、兄である自分を。

「……なんで、黙っていたの？」

「自分にとって、玲は血の繋がりがなくても大事な弟だったから。だから、守りたいと思ったんだ」

　この言葉に何一つ嘘はない。だが、きちんと玲に届くだろうか。

「だけど、黙っていることが……隠し通すことが、必ずしも玲のためになるとは思えなくなったんだ」

　いつまでも同じでいられるなんてことはない。それはすべてにおいて、そうなのだ。愛ですら不変ではない。

　初めて弟として出会った、６歳のあの日。自分が玲の手を離してしまった、14歳のあの日。彼を迎えに行った20歳のあの日。そして、初めて玲が自分に跨った……あの、日。

　事実として、どんどんと、自分と玲の関係性も変わっていったではないか。その出発点は確かに、家族愛だったはずなのに。

「母さんが玲を冷遇していたことは知っていた。なのに、俺も父さんも、母さんが玲を連れ出すことを止められなかった。……まだ、玲は10歳の、ほんの子供だったのに。その手を離してしまった、玲を手放してしまった。……そうしたら、どうなるかなんて容易に想像ができたのに。完全に、俺たちが悪いんだ」

　……とはいえ、父と一緒に暮らした自分が幸せだったか、と問われればそうとは言い切れないのだが。

　父はどこまでも、玲を……玲を通した、大塚あきらを見ていたから。

「ねえ、広は……俺が哀れだから、可哀想だから、そばに居てくれたの？」

「……」

　黙り込んだ広に、玲はショックを受ける。

（ああ、なんだ、そうなんだ。これは、広にとっては純粋な愛じゃなかったんだ）

　そう、きっと始めから。

「可哀想だから、手を伸ばしてくれたの？　母親に先立たれ、継母にいじめられ、可哀想だったから助けてくれたってこと……？」

「……っ」

　だとしても、玲にとっては……広から与えられたいくつもの感情は、どうしようもないぐらい、愛以外の何物でもなかったのだ。

　幼い頃、心を乱された両親の罵り合う声。それを聞かないでいいように耳をふさいでくれたのは広だ。

　母に引き取られてからの毎夜の虐待、ネグレクト。その地獄から掬い上げてくれたのも広。二人で営む暮らし、それを金銭的にサポートしてくれたのは――

「……父さんは俺を性的に愛していて、広は……俺に同情していた、なんて……はは、俺、父さんに股、開けばよかったのかな」

「玲っ」

「そうすれば、望んだ愛情を得られたのかな……ねえ、広……」

「違うっ、そうじゃない！　そういうことじゃなくて――」

「何が違うって言うの！」

　大声を張り上げて、玲が机を叩く。

「俺は広の愛がほしかった。ううん、今だってほしい！　俺は、広に愛されたい！　広にだけ、愛してほしいっ」

「玲……待って、落ち着いて」

「ねえ！　罪悪感や同情心で手を差し伸べたんでしょう？　どうして今更突き放すの？」

「それは……っ」

　ボロボロと涙を流す玲に、広は口ごもる。

「玲はもう20歳……立派なオトナなんだ。こんな関係はやめて、自分の足できちんと立って……」

「嘘！　そんな建前で言いくるめようとしないで！」

「嘘じゃない！　俺は、このままじゃ玲がダメになるって」

　そんな綺麗事で、いまさら納得できるわけがない。

「……玲っ！」

　玲は視界の端のペン立てからカッターを取り出す。そして、驚く広を横目に刃を出して自身の顔へと向けた。

「俺がずっと、ずっと、可哀想でいれば広はそばにいてくれるんでしょ？」

「やめっ、玲……！」

　広がそばにいてくれるのであれば、いくらだって玲は可哀想でいられる。

　だから――

「……っ！」

「え……広……!?」

　散った鮮血は玲のものではなく広のもの。カッターの刃を素手で握って止めたせいで、彼の指先はざっくりと切れ、止めどなく血が溢れ出していく。

「なっ、や……あ、俺……こんなっ、ごめん！　広、ごめんなさい」

　流れ出す血を止めようと、玲が手を握る。だが、怖気づいた玲の握力では止まるわけもなく、ダラダラと血は滴り床を汚していく。

「……玲、大丈夫だから」

「大丈夫なわけ、ない……！　俺、広、ごめっ、あ……嫌わないで……っ、ごめんなさい」

　怒られた子供のように小さくなって、泣きじゃくる玲。広はその肩を抱いて、そのままきつく胸の中にしまいこんだ。

「……こ、う？」

「ごめん、ここまで追い詰めたりして」

　ぎゅっと腕に力を込められて、玲は身体がこわばるのを感じた。続く言葉がいったいなんなのかわからず、ただ固まっているしかない。

「……俺が間違ってた」

「えっ」

「俺が間違ってたんだ、玲……」

「どういう、こと？」

「玲のためだと思って、突き放そうと思った。でも、こんなに追い詰めるなんて……もう離れるなんて、言わない。これからも、ずっと、ずっとそばにいるよ」

「こ、う……俺……っ、俺」

　熱い涙が頬をつたい、落ちる。そのまま、玲は広の首に腕をきつく巻き付けて、しがみついた。

「そうだよ、いまさらだよぉっ。……一生、償って。俺のそばにいて、広の人生、全部で俺に償って」

「玲……」

　血まみれの手で、玲を掻き抱く。衣服に血がつくのも構わず、玲の首筋に顔を埋めた。そして、広は思う。

（……玲は、本当に、本当に……）

　可愛い、弟だ。

　うっすらと広の口角が上がるのを、玲は知る由もなかった。
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「んで、なんでこんなことになってんのよ」

「んん～……まあ、収まるべきとこに収まったってことだよねぇ」

　ふふんっと鼻で笑って、玲が勝ち誇ったような笑みを浮かべる。その仕草にカチンと来た夏生だが、そんなことよりも玲の周りを忙しく動き回り、甲斐甲斐しく彼の世話を焼く広に気味の悪さを感じ、眉間にシワを寄せた。

「アンタ、離れたかったんじゃないわけ？」

「あ……うん、そうなんだけどね」

　苦笑しながらも、広はリビングの椅子に腰掛けたまま微動だにしない玲の寝癖を、丁寧に櫛で梳かして、直してやった。

「一生離れないんで。広は俺のおもちゃなの。一生ね」

　広の代わりに玲が答えて、彼は無邪気に笑う。夏生は視線だけで広を責めるが、彼はただただ困ったように笑うだけだ。

（アタシ、あのとき出ていかなければよかったのかしら）

　そう思うが、彼等の表情は以前よりずいぶんといい。特に、広のほうだ。今はもういやいや付き合っているわけではないのかもしれない。

（それなら別に何が咎めるわけでもないわ。当人同士が納得しているなら、それは……健全な、自由恋愛だもの）

「あーあ、やんなっちゃった」

　ため息を吐きながらも、これが一応の終着点となったのだろう、と夏生は思う。そして、同時に内心ホッと胸をなでおろした。

「アタシも彼氏ほしーい」

「ふふん。夏生はババアだからジジイがお似合いなんじゃない？　伊坂とか」

「やめてちょうだいっ！　英志は無理！　英志は無理よっ！　って、それより英志には英志でいい人がいるみたいだしぃ」

「ふうん。ちょっと意外。あ、広、パン食べたい。いっぱいジャム塗ったやつ」

「え、なんのジャム？」

「夏生が作ったルバーブジャム」

「わかったよ」

　せかせかとキッチンに消えていく広と玲を見比べ、夏生は思う。自分への態度も、二人ともずいぶんマシになったような気がする。これに関しては玲の変化がより顕著だ。

　伊坂の話を持ち出したり、夏生がせっつかなくともきちんと料理を食べたり。夏生の手料理を嫌がらなくなったり。これなら、いずれ彼の世界も自然と広がっていくだろう。……広と二人だけの閉鎖的な、不健全な生き方ではなく。

「……あ、ねえ、基山くんから連絡があったんだけど、今度のワンマン観に来れないかって。今いる店子も含めて、みんなどうぞって言われたのよ」

「基山……？　ああ、あのバンドのボーカル」

「そ。いま、チケット取るの大変らしいわよぉ」

　玲は一瞬、スタジオでのことを思い出す。あのときの広はいつになく楽しそうで、それが無性に腹がたった。でも、いまなら違う。他の男と楽しく話したところで、結局広は自分から離れていくことはないとわかっているのだから。

「いいよ。俺自分のスケジュールとか知らないから、広に言っといて」

「んまっ、素直だこと」

　ケラケラと笑う夏生に少々腹がたったが、言い返さずに玲はカフェ・ラテの入ったカップを両手で持った。

「なんとでも言えば」

　不遜な表情で笑って、玲は中身を一気に飲み干す。そして、キッチンに居るであろう広に向かって大声を張り上げた。

「カフェ・ラテのおかわりも！」

「ああ、はいはーい」

　トーストにジャムを塗りながら、広は返事をした。

（人使いが荒いんだから）

　そんなことを思いながらも、無邪気に甘えてくれる玲が可愛くもある。と、キッチンスペースに亡霊のような風体の男が入ってきた。

「おはようございます、小鳥遊さん」

「ん……はい、どうも」

　大塚荘に住まう幽鬼にももう慣れた。

　軽く挨拶をして、やり過ごそうとすると、ふいに小鳥遊が広の真横に立った。そして、じぃっと見つめてきた。これは、さすがに無視できない。

「俺の顔、なんかついてます？」

「いいえ。……ただ面白そうなことになっているなぁ、と」

　薄っすらと口角の上がった小鳥遊に、広は黙り込む。いつも彼の顔に張り付いている笑みが掻き消えて、真顔になった。

「そんなことありませんよ。これが、俺達の正常です」

　カンのいい小鳥遊に余計な詮索をされることだけは看過できず、突き放す意味で、そうはっきりと告げる。すると、なぜか小鳥遊は至極嬉しそうに相好を崩した。

「ふふっ……いいですね、あなたはとても私に似ています」

「え？」

「自分にしか興味がない」

　妖しくきらめく切れ長の瞳に、ピリつく空気。

「で？」

　短く返すと、小鳥遊は手を差し出してきた。その意味をわかりかね、広が握らずにいると、小鳥遊はいたずらっぽい表情になる。

「私も、私と由貴くんにしか興味がないので、どうぞご安心を」

「……ああ、そういう」

　広がにっこりと笑うと、小鳥遊も同じく笑顔を浮かべる。そして、ぎゅっと手を握りあった。

「お互い、いい獲物に出会えましたね」

「ふふ、本当に」

　と、リビングから玲の、広を呼ぶ声が聞こえてきた。

「あっ、ごめん！　おまたせ！」

　トーストの乗った皿とカフェ・ラテのおかわりを両手に持って、器用に駆け戻って行く広の背を見つつ、小鳥遊はしばし物思いに耽る。すると、そこにスウェット姿の由貴がやってきた。

「あ、センセじゃん。はよ……ふあぁ」

「由貴くん」

「なんスか」

「私は、カフェ・ラテよりも甘いコーヒーが好きです」

「え……知ってますけど、ガムシロとミルク入りッスよね」

　その答えに満足そうに小鳥遊は鼻で息を吐き、踵を返す。

「では、私は寝ます。おやすみなさい」

「……おあ？　あ、あー……おやすみなさい？」

　去っていく小鳥遊の背をじっと見つめ、由貴は小首をかしげた。

「なんだありゃ」
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「……んっ、ちゅっ、ん……っは、ぅ……」

　手と手を握って、身体を重ね合わせる。より深く繋がれるように、玲は大きく足を開いて広の身体を抱き込んだ。

　……毎夜、肌を重ねるのは以前と変わらない。だが、その中身は格段に甘く、前とは違うものになっていた。
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「っは、ぅ……んっ、好き……広、好き」

「俺もだよ……玲、っく」

　広の射精を間近に控えて歪む顔も、吐息も、その全部が愛おしくて、独占欲を刺激され、たまらない。玲は幸福感を噛みしめるように大きく息を吸って、肺いっぱいに広の匂いを溜め込む。

「……んっ、んうっ、あ……っ」

　同時に果てると、そこから先の事後処理はすべて広が行ってくれる。玲は寝転び、ただなされるがままになっていた。そして、すべて始末を終えた広に、玲は言う。

「ね、抱っこ」

　まるで幼児にでも返ったかのような言い草に、広は笑う。

「どうぞ？」

　玲の隣に寝転がり腕を広げてやると、すぐさま彼は飛び込んでくる。そして、キラキラと輝く瞳で玲は広を見上げた。

「ね、ね、夏生が言ってたんだけど、入居者の問い合わせがあったんだって」

「へえ、商売繁盛だね」

「でも、あの変態先生もオジサンも、由貴も出ていく宛はないんだって」

　何が言いたいかを察して、広は苦笑する。自分たちが一番の新参者で、まだ大して時間も経っていないというのに出ていくのはどうだろうか。しかも、あんなことがあったばかりだし……と、手のひらのまだ生々しい傷跡を見て広は思う。

　彼の視線で言いたいことを理解した玲は唇を軽くとがらせる。

「すぐに、とは言わない。でも、いずれ、ならいいじゃん」

「そうだね、それならいいと思うよ」

　いずれ、ここを巣立ち、二人で暮らす。

　それは悪くない展望、だろう。

「ねえ、二人でお城を買おうよ」

「え？　お城？」

「そう、よく言うでしょ？　家は城だって。だから、俺と広だけの、お城を買おう」

　まるで、童話のようだ、と広は思う。

　結ばれるのは王子様と王子様だが、悪い継母や、衣食住を提供して助けてくれる魔法使いもきちんといる。ああ、まさに童話のようだ。

「そうだね。お金もずいぶん貯まってきたし」

「うん、二人だけのお城……俺、楽しみだな」

　あの日以来、玲はよく笑うようになった。その年相応の屈託のない笑みは、広にとってかけがえのない大切なものだ。

（俺たちはこれで幸せ。……これが、いわゆる、ハピリーエバーアフターなんだ）

　頬に口づけると、玲はくすぐったそうに笑う。

「どうしたの？　広」

　それに答えず、ぐっと強く手を握った。すると、つながったばかりの皮膚がじんわりと鈍く痛む。

　この痛みは呪いであり、祝福なんだ。

「なんでもないよ」

　ずっと、俺は玲のもの。そして、玲は俺の――

「おやすみ、玲」

















エピローグ












「うわあ、久しぶりなんだけど」

「いや、いいからインターフォン早く押したら？」

「え、ちょっ、そういうのはもっと感慨とか……あ、あー」

　――ピーンポーン。

　聞き馴染んだ間の抜けた音がして、西村侑李と柊真聖は少し身構える。すると、扉の向こうからパタパタと足音が聞こえてきて……やがて、ドアが開いた。

「あらぁ、久しぶりぃっ」

「お久しぶりです！　夏生さん、これお土産です」

「まあっ、そんなのいいのにぃ。さすが、侑李くん！　で……真聖、アンタはなんかないの」

「……いや、二人で一つでよくないか？」

「それはそれ、これはこれよっ！」

　言いながら夏生は二人を部屋の中へと招く。すると、リビングにはすでに結構な人数が集まっていた。

「ごめんなさいね！　あともうちょっとで支度、終わるから……！」

「あ、いやぜんぜん。俺たち、ちょっと早く来ちゃったんで」

　そのままパタパタと夏生は自室へ走っていく。その背を見送ったあと、西村と柊はリビングへと足を踏み入れた。

（うわ、俺、知らない人も結構いる）

　西村はぱーっと辺りを見回してから、柊に目線をやった。すると、彼は意地悪くにんまりと笑う。そういえば、柊はこういうときにマイペースを貫けるやつだった、と気づいても今更遅い。

（はー、要たちのライブ、観に行くのはすっごい楽しみだけど……やばいな、現地集合にすればよかったかなぁ）

　と、考えていると、どこかで見た顔の男がふらふらと近づいてくる。知り合いだろうか？　と身構えるが、西村に心当たりはなかった。

「君が、例の西村侑李さんですか」

「え、あ、はい……そうですけど」

「その節はどうも」

　丁寧に頭を下げられて、西村は首をかしげる。だが、すぐにふっと思い出した。

「あ、もしかして、小鳥遊慶一先生ですか。というか、そうだ！　小鳥遊先生だ！　テレビで見た顔！」

「そうです。この大塚荘をご紹介いただいた、小鳥遊慶一です。お世話になりました」

「あああ、いえ！　むしろ、その……えーっと、俺の方こそ先輩がお世話になってるっていうか……！」

　焦って頭を下げる西村を、柊がつつく。

「……自己紹介」

「あ、そうだ！　えっと、そうですね。はじめまして、深山の大学の後輩、西村侑李です。よろしくお願いします」

「……どうも。で、こちらの方は」

「柊真聖と申します。西村とは……そうですね、商売敵であり、同居人、です」

　手を差し出した柊を、小鳥遊はためつすがめつ眺める。そして、ぐっと距離を詰め……――

「うわあ！　すみません！　ちょ、センセ、初対面の人に何やってんスか！」

「いえ、美味しそうだなと」

　由貴和哉に首根っこを引っ張られ、引き離されるも、小鳥遊の視線は完全に柊と西村を値踏みしている。その居心地の悪さから、西村はさっと柊の後ろに回って隠れた。

「……なかなか、いい」

「はー、なに言ってんスか」

　由貴は小鳥遊と向き合って、そのまま説教を始める。だが、無論小鳥遊は上の空だ。目下彼の頭の中を支配するのは、次作のネタを玲と広を題材にするか、目の前のなかなか美味しそうなカップルを題材にするか、それだけなのだ。

「……って、聞いてないし」

　まあ、いいか。

　由貴はいつものことだと慣れた調子で簡単に頭の中を切り替えて、伊坂たちのほうへと向かう。すると、彼等は杜屋のスマートフォンに入っているMoonlight Stepperの音源を聴いているところだった。

「んーオジサンにはこの曲はどうもなー……もうよくないか？　薫……」

「まったくもう、そうやって端から理解しようとしないのが一番よくないと思うんですけどぉ？」

「えええ……あ、待て待て。これ、この曲はいいな」

「バラードですか。あー、確か要さんが歌詞書いてるやつですよぉ」

　イヤフォンから流れてくるサウンドは心地いい。華美ではない音色（おんしょく）が余計に、彼の声を引き立たせているようにも感じる。

「あー、なんつうか、こう、懐かしい感じがするなー。こう見えて、俺も軽音部だったんだよ」

「へえ、そうなんです？」

「ていうか、俺たちの代が作ったっていうか。……いろいろあって部活棟の中でも、部室がめちゃくちゃ遠くってな」

「あ、そんな話、要さんたちもしてた気がしますねえ」

「へえ、奇遇だなー……ん？　待てよ、そういえばあの写真に写ってた校舎って……いやいや、そりゃねえか」

　伊坂は頭を振って、考えを散らす。さすがに、自分のとこの後輩だなんて、そんなまさか、だろう。

「それにしても、オジサン、きちんと仕事してるんですか？」

　唐突に話を変えられて、伊坂はたじろぐ。そのまま視線を明後日の方向にやりながら、答えた。

「お、おうよ。もちろん、山程仕事してるし？　昨日なんか、もう電話鳴りっぱなしで困った困った」

「嘘が下手すぎじゃないですか」

　ジトーっと見つめられて、伊坂は唇を尖らせた。

「こ、これからなんだよ！　これから！　発展途上！　それより、お前はどうなんだ？　最近あんま連絡してこなかったじゃん？」

「え、寂しかったんですか？　やだなぁ、オジサンってば、大塚荘にいる間は孤独死はしませんよ」

「そういう意味じゃないわい」

「ふふっ、心配ご無用です。僕が上手く立ち回れていないと思いますか？　司法試験への準備もばっちりですし、コネだって……ねえ」

「いや……ま、そっか。そうだな、薫は地頭がいいもんな」

　わしゃわしゃと伊坂の大きな手が、杜屋の頭を撫で回す。

「あっ、ちょっ……髪の毛！　あーあ、せっかくセットしてきたのにぃ」

　そう口では文句を言うものの、杜屋はうっすら頬を染めて嬉しそうにしている。

（あ、やべ）

　こういう顔を彼が見せるとき、伊坂は年甲斐もなく劣情を催してしまう。

（はー、保護者気取りのくせになにやってんだか）

　そう思いながら、杜屋に気付かれないように意識して気をそらす。そういえばなにか杜屋に会ったら話したいことがあったような気がする。

「あ、そうだ」

「え？　なんです？」

「桐野弟くーん！」

　呼ばれて、食卓の椅子に腰掛けていた玲が台本から顔を上げた。彼は至極面倒臭そうに伊坂を見つめる、

「なに？」

「何って言うか、ご紹介？　あんま歳変わんないし、お友達にどうかなーって」

「はあ？　友達ぃ？　別に俺、必要としていないんだけど」

　玲の言い草に慌てて広が割って入る。

「そういう言い方はどうかと思うよ、玲。きちんと自己紹介しなさい？」

　諭すような広の言葉に、渋々と言った様子で玲が杜屋に向き合った。

「……桐野玲。顔くらい見たことあるでしょ」

「ふふふ、よーく存じ上げてますよぉ。人気モデルさん。よろしくね、僕は杜屋薫、弁護士の卵だよ」

　差し出された杜屋の手を、玲が握る。すると、見えない火花が二人の間で散った……ような気が、伊坂と広は、した。

「ありゃ、なんか俺よくないもんとよくないもんを引き合わせちゃったかね」

　伊坂が苦笑すると、広は頬を掻いた。

「まあ、でも玲にも同年代の……友達、まではいけずとも、少なくとも知り合いは必要だと思うので」

「……そっくりそのまま同意。うちの薫にも必要だと思う。どうせ、あいつ友達いないぜ」

　広と伊坂は目配せをしあい、互いの苦労を労い合う。だが、そんな彼等のやりとりに玲と杜屋は納得がいかないようで、二人して唇を尖らせた。その表情は、笑ってしまうほどにそっくりだ。

「……え、ってか待って、あんた伊坂のオジサンのパートナーとか趣味わるっ。もうちょっとなんかいるでしょ」

「んふふ、英志さんの良さがわからないなんてあなたって子供なんですね」

「は。なにそれ。広のほうが何百倍っていうか、比べるのも失礼なぐらい、かっこいいし」

「くすくす、見た目の良さとか、薄っぺらくないですかぁ？」

「はー!?　中身だっていいし！　広のほうがいいし！」

「語彙なさすぎですよぉ」

　バチバチと激しく火花を散らす二人だが、広と伊坂のほうが色んな意味で悶絶している。

「ちょっ、ちょっと、待って二人ともそのへんでやめとこうよ」

「な、なあ……！　別にどっちがどうだって、どうでもい――」

「「よくない」」

「あ、さいですかー」

　綺麗にハモった二人に、広と伊坂はすごすごと引き下がる。伊坂は軽い気持ちで彼等を引き合わせてしまったことを、全力で後悔した。

「ってか、遅い！　夏生ちゃん、遅すぎ！」

　部屋の隅っこでスマートフォンをちまちまいじっていた鳥飼が、突然パッと立ち上がりそう叫んだ。それにはこの場にいた全員が、同意する。

「まあ、でも女性の支度は遅いって言うし」

　と、西村がフォローするが、鳥飼はもはや聞いていない。

「ちょっと呼んでくる！」

　言うが早いか、そのまま鳥飼はリビングを飛び出し――たところで、夏生とぶつかった。

「きゃっ、もうなによぉ」

「ごめん！　つか、夏生ちゃん呼びに行こうとしてたんだけど」

「あ、そうだったの？　ごめんなさいねぇ、女って支度に時間がかかるものなのよ」

　ふっと笑って、夏生がリビングに居る全員の顔をひとりひとり、見つめる。

（あら、ずらりと並ぶと壮観ね。なんだか感慨深いわ。最近、涙腺がゆるいのよねぇ。歳かしら……）

　ここ数年、いろいろなことがあった気がする。みんなの顔を見ていると、そのエピソード一つ一つを思い出して、たまらない気持ちになる。

（はっ、いけないわ！）

　今はそんなことより時間がないのだ。

「さ、行きましょう。基山くんたちが待っているもの」

　笑って、みんなに声を掛ける。今日はこれから伊坂の運転でライブ会場へと向かう予定なのだ。そのために、大きなバンだって借りたのだから。

「ふふっ、楽しみね」

　各々、玄関へと向かう。投げ出された靴で玄関の三和土は覆われていて、見た目にも賑やかだ。

　それが、一人、また一人と外に出て行くたび、色彩がなくなっていき……。

「よし、いこっか。夏生ちゃん」

　最後に残った鳥飼が、玄関のドアを開けて夏生に笑いかける。夏生は頷いて、誰もいなくなった我が家を振り返った。

　そして、笑顔で大塚荘へと告げる。

「行ってきます」
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